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序 文

熊本県教育委員会では、 建設省の委託により、 平成3年度から7年度にかけて、

一般国道3号熊本北バイパス改築事業地内に所在する3遺跡の埋蔵文化財発掘調

査を実施いたしましたが、 このうち古閑山遺跡の出土資料の整理が終わり、 報告

書を出版する運びとなりました。

古閑山遺跡の発掘調査は、 平成4年度と6、 7年度の2次にわたって実施され、

竪穴住居跡、 円形周溝墓などの古墳時代を中心とする、 縄文時代から古代に至る

遺構、 遺物が出土いたしました。 これらの遺構・遺物は、 この時代の熊本周辺の

人々の生活を知るための貴重な資料になるものと思われます。

この報告書が、 埋蔵文化財の保護に対する認識と理解を深め、 さらには学術研

究の進展にいささかでも寄与するところがあれば、 まことに喜びに堪えません。

なお、 本調査を実施するにあたり、 文化財保護の観点から多大の御協力を惜し

まれなかった建設省九州地方建設局熊本工事事務所ならびに、 御指導御助言をい

ただきました諸先生方に深く感謝申し上げます。

平成11年3月31日

熊本県教育委員会

教育長 佐々木正典



例

1 本書は、 一般 国 道 3号 熊本北バイパス改築事 業に関連して、 平成 4年 度から 7年度にかけて 実施した 熊

本市 龍田町上立田に所在する「 古閑山遺跡」 の埋蔵文化財発 掘調査報告書である。

2 調査時 の遺跡、 の名称、は「山ノ神遺跡」であったが、 調査後、 近接 の別遺跡である「緑ケ正山ノ神遺跡」

と の混同を避けるため、 調査地点 の小字名を採 り 「 古閑山遺跡j と改称した。

3 調査は、 建設省九州地方建設局 熊本工事事務所 の 委託を受けて、 熊本県教育委員会が行った。

4 現地で の発 掘調査は、 平成 4年度および 6 ・ 7年度 の 2次にわた り 長谷部善一、 西住欣一郎、 演田彰久、

池本 利直、 高谷和生、 長尾至明、 岡本 勇人、 三好伴典、 田中 康雄、 山 田大輔、 前川真由美が行った。

5 遺 物 の整理および本書 の 編集は、 平成 8年度に 熊本県文化財 収蔵庫で 実施し、 漬田、 赤坂希、 知名石揚

子が主にこれにあたった。遺 物実測および製図は、 主にi賓田、 赤坂、 知名石、 水本 佳子が行ったが、 石器

実測 の一部を村崎孝宏、 岩谷史記、 製図 の一部を本 松亜希子が行った。 また、 土器 実測 の一部については、

(有) 埋蔵文化財サポートシステムに 委託した。

6 本書に使用した挿図 のうち、 第l図については、 建設省 熊本工事事務所から提供 を受けたも のを 基礎に

した。 また、 第 2 図および 第 2 、 3表は、 国土地理院発行 の 2 万5千 分 のl 地形図を使用し、 「 熊本県遺

跡地図J をもとに 作成した。

7 本書 の 執筆は、 熊本県文化財 収蔵庫において、 演田が行った。

8 遺 物 の 写真撮影は、 熊本県文化財 収蔵庫において、 今村 龍太郎が行った。

9 整理後 の遺 物は、 熊本県文化財 収蔵庫 (熊本市渡鹿 3 丁目15-12)に保管されている。

凡 例

1 本書に示した方位は、 第l 、 2 図を除き、 すべて磁北である。

2 遺構 の実測図は以下 の 縮尺で掲載した。

円形 周溝墓…120分 の 1 石棺墓、 木棺墓、 円形 周溝墓主体部 …30分 のl

竪穴住居跡、 大型土坑…60分 のl

3 遺構における 高 度は、 海抜 高である。

4 遺構 の深さで特に断 り のないも のは、 検出面から の深さである。

5 遺 物 の実測図は以下 の 縮尺で掲載した。

土器…3 分 のl

石器…原則として原寸大、 第12図、 第13図34、 35は 2 分 のl、
第13図36、 37は 4 分 のl、 第14図は 3 分 のl、 第39図139は 3 分 の 2

6 出土遺 物観察表における計測値は 現存値であるが、 土器 の 口底径については復原値を示した。
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第I章 序 説

第1節 調査に到る経緯

l 調査に到る経緯

昭和47年 度、 建設省九州地方建設局 熊本工事事務所から、 松橋バイパスや玉名バイパスと共 に、 熊本北バ
イパスの路線について、 分布調査の依頼があった。依頼を受けた熊本県教育庁文化課では、 3 路線の踏査を

行い、 松橋バイパス 9 か所、 玉名バイパス12か所、 熊本北バイパス については、 下記の 「 熊本北バイパス関

係 埋蔵文化財一覧表J( 第l表) の12か所を確認して、 熊本工事事務所 に報告した。

このうち、 第4工区 にあたる西谷遺跡 ・ 上西原遺跡(新南部遺跡群の一部)は昭和58、 59年 度、 竜田陳内遺

跡(調査時に竜田陳内 南遺跡を改称)は昭和61年 度にそれぞれ 発 掘調査を実施し、平成3年 に供用が開始された。

また、 竜田陳内北遺跡、 緑ヶE遺跡、 緑ヶ正山ノ神遺跡、 については、 確認調査を行ったが、 遺構、 遺 物等

は+食出されなかった。

平成2年、 熊本工事事務所と県文化謀の協議の結果、 第 3 工 区の施工 に伴い、 区内 に存在する庵ノ前遺跡、

迫ノ上遺跡、 および試 掘調査 によ り 新た に確認された山ノ村i遺跡の 3 か所を対象 に発 掘調査を行うことが決

ま り 、 平成3年度から 7年 度にかけて、 調査を 実施した。

山ノ神遺跡の発 掘調査は、 道路用地の買収状況や工事の進捗状況等 に応じて、 平成4年 9月から 平成5年

3月、 平成7年 1月から 6月の 2次にわたって行った。このうち、 平成4年 度調査は 学芸員長谷部善一、 平

成6 、 7年 度調査は文化財保護主事演田彰久がそれぞれ主査として担当した。

なお、 調査終了後、遺跡 名の「山ノ神jは遺跡所在地名とは何の関係もなく、 さらに、 近接する 別遺跡の「緑

ケ丘山ノ神遺跡jと混同される恐れがあるため、 所在地の小字名を採 り 「 古閑山遺跡」と変更することとした。

また、 平成6年10月 には麻生田包含地の確認調査を 実施したが、 遺構 ・ 遺 物等は確認されなかったため、

熊本工事事務所に発 掘調査は不要であるとの通知をおこなった。

また、 古閑山遺跡の出土遺 物整理及び報告書 作成作業は、 平成8年度にi賓田を主査として、 熊本県文化財

収蔵庫 において行った。

第 1 表 熊本北バイパス関係埋蔵文化財一覧表

遺跡名 面積(m2) 所在地 時代 内容等

四方寄御馬下遺跡 17，500 北部町四方寄御馬下 縄文、 古墳 縄文時代、 古墳時代の住居跡

鶴 羽 田 横 穴 群 3，600 北部町鶴羽田 古墳 古墳時代後期の横穴群

天正年問、 菊池氏一族の須屋市蔵の居館
須 屋 城 跡 11，500 西合志町須屋 中世 跡と伝えられる。 濠、 土塁に固まれた要

害である。

新地包 含 地 19，400 熊本市清水町新地 弥生、 古代、 中世 弥生、 古代、 中世の集落跡

麻生田包含地 6，100 熊本市清水町麻生田 弥生、 古墳 弥生、 古墳時代の集落跡、 斐棺遺跡

検 木庵ノ前遺 跡 10，900 熊本市清水町検木 縄文、 弥生 縄文時代の集落跡、 弥生時代の斐棺遺跡

迫 ノ 上 遺跡 18，500 熊本市龍田町上立EH 縄文、 弥生
縄文時代の集落跡、 弥生時代の集落、 費
棺遺跡

緑ケ丘山ノ神遺跡 5，400 熊本市龍田町上立川 縄文 縄文時代の集落跡

緑 ヶ 正遺跡、 14，000 熊本市龍田町上立回 縄文、 古墳、 古代
縄文時代、 古墳時代の集落跡、 古代の窯
跡群

竜田陳 内北遺 跡 6，600 熊本市龍田町陳内 縄文、 古墳 縄文時代、 古墳時代の集落跡

竜田陳 内南遺 跡 10，500 熊本市龍田町陳内 縄文、 古墳 縄文時代、 古墳時代の集落跡

新 南 部遺 跡 9，200 熊本市新南部町 縄文~奈良
縄文、 弥生、 古墳時代の集落跡、 弥生時
代の斐棺遺跡の他、 奈良時代の寺院跡、
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2 調査組織

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 大塚 正信 (平成 4年度主席教育審議員 ・ 文化課長)

桑山 裕好 (平成 6 � 8年度文化課長)

調査総括 松本 健郎 (主幹 ・ 文化財調査 第二係長)

調査担当 (平成 4年度) 長谷部善一、 西住欣一郎、 長尾 至明、 岡本 勇人

(平成 6 、 7年度) 漬田 彰久、 高谷 和生、 池本 利直、 三好 伴典、 田中 康雄

山 田 大輔、 前川真由美

報告書担当 漬田 彰久、 赤坂 希、 知名石 揚子、 水本 佳子

第2節 遺跡周辺の環境

l 地理的環境(第 1 図)

古閑山遺跡は、 白川北岸 に展開する合志台地 の西端 にある立田山山系 の一部 にあたる天拝山 の東側尾根上

から北側斜面 に広が り 、 標高は約75�85mで、ある。一帯は戦後開墾され、 畑として使用されていたが、 現在

は耕 作されておらず、 竹林や雑木林となっている。 熊本北バイパス の予定路線は遺跡 のある丘陵を 南北 に切

り 通す形で設定されてお り 、 これ に伴う試掘調査 によって、 遺跡 の存在が確認された。

周 辺 の丘陵地帯は、 全域 にわたって、 旧石器時代から奈良 ・ 平安時代 に至る各種各様 の遺 物が散布してお

り 、 一大遺跡群を形成している。

遺跡 南側 の丘陵上 には 迫ノ上遺跡が広がる。 こ の遺跡からは昭和 35年 に中 に人骨を伴う弥生中期 の聾棺が

発見され、 また、 今回 の北バイパス建設 に伴う調査では、 縄文早 ~晩期 の土器 ・ 石器や 古 墳時代 の住居跡が

確認されている。 両遺跡 の聞 には小さな谷があ り 、 一部を堰き止めて、 i甚概用 のi留池が造られている。

また、 遺跡と谷を挟 んだ北側 の台地上 には庵ノ前遺跡がある。昭和 57年度と昭和 63年度 の調査で縄文早期

と 古 墳時代 の住居跡、 今回 の調査で弥生中期 の聾棺墓と 古 墳時代 の住居跡などが確認された。遺 物は、 押型

文や塞ノ神式等 の縄文土器、 弥生土器、 土師器などが出土している。

一方、 遺跡西側 に位置する天拝山A遺跡からは、 旧石器時代 に属する安山岩製 のポイント の他、 縄文時代

早期、 前期、 後期、 晩期 の土器が採集されている。

こ の一帯は、 表土が保水性 の悪い火山灰堆積層であるため、 ゴボウやニンジン、 サツマイモなどを主とす

る畑 作や栗など の果樹園芸 作物 の栽培が行われていたが、 昭和 40年頃から、 周囲 の楠、 武蔵ヶEなど に大型

の住宅団地が造成され、 また岩倉山一帯など、 周 辺の宅地開発が相次ぎ、 急速な市街地化が進 んでいる。遺

跡付近も 平成11年度 に予定される 熊本北バイパス の開通を見込 んで、 区画整理事 業 の計画が進められてお り 、

今後も市街地化は一層進み、 周 辺 の 環境も大きく変わっていくも のと思われる。

ワム
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第I章 序 説

2 歴 史的環境

古閑山遺跡の 周 辺 には、 各時代の遺跡が集中 的 に分布しており、 熊本市内でも有数の遺跡群を形成してい

る。詳しくは「 熊本北バイパス 周 辺文化財分布図J(第 2 図)及び「 熊本北バイパス 周 辺文化財一覧表J(第 2 、

3表) に まとめたが、 こ こでは 周 辺の主な遺跡 について、 簡単 に まとめてみたい。

(1)旧石器時代

熊本地方 における 歴史上の最初の痕跡である旧石器時代の遺跡であるが、 最近では発 見される遺跡数も増

加し、 次 第 に この時代の文化の様相が明らか にされつつある。 天拝山A遺跡、からは安山岩製の尖頭器、 横木

遺跡、からは黒曜石製の細石核、 庵ノ 前遺跡と竜田陳内遺跡からは三稜尖頭器、 さら に、 清水町谷 口遺跡から

はナイフ形石器が出土している。 また、 国体主会場予定地である 熊本市 平山町の石の本遺跡からは約22 ，000

年前の火山灰堆積層である「姶良 ・丹沢(A T)層」の下 にあたる 赤褐色土層から局部磨製石斧や剥片石器

などの石器が出土し、 熊本のみならず九州でも最も 古い段階の石器群として注目されている。

( 2 )縄文時代

白川両岸の河岸段正を中心 に遺跡が点在している。一般 には正陵地で傾斜のある地形が多い北岸より、 平

坦な 南岸の方 に大規模な遺跡が立地しており、 縄文早 ~晩期 にわたる多量の土器が採集された新 南部遺跡群、

縄文後期の土器や土偶が多数出土した上 南部遺跡、 鐘崎式土器などが出土した渡鹿員塚、 後期中葉の北久根

山式土器が出土し、 その 標識遺跡となった北久根山遺跡などが代表的な遺跡としてあげられる。

一方、 北岸では、 縄文早 ~晩期 にわたる各種の土器が出土したカブト山遺跡や、 縄文前期の曽畑式土器が

多数出土した竜田陳内遺跡、 縄文晩期の土器、 土偶、 配石遺構等が確認された 竹ノ後遺跡が著 名である。

( 3 )弥生時代

弥生時代の遺跡は、 立田山 周 辺を中心 に多数分布している。特に聾棺遺跡は黒髪式土器の 標識となった黒

髪町遺跡群をはじめ、 清水町遺跡群や、 竹ノ後遺跡、 中牧鶴遺跡など、 熊本市内でも有数の分布を示してい

る。 古閑山遺跡の 周 辺では、 平成 5年 に調査され、 人骨の残る須玖式の合 口蓋棺が出土した庵ノ 前遺跡や、

橋木遺跡などがあり、 岩倉山でも、 住宅団地造成の際 に多くの聾棺が出土している。

住居跡を伴う遺跡では、 白川 南岸の西谷遺跡で中 ・ 後期の住居跡や磨製石銀、 鉄器など、 下 南部遺跡で後

期の住居跡や磨製石銑、 石包丁などがそれぞれ出土している。 また、 県運動公園建設の際 に調査が行われた

石原亀ノ甲遺跡からは後期を中心とする集落の跡が確認され、 銅鏡や土器、 石器など多くの遺 物が出土して

いる。

( 4 )古墳時代

古 墳時代 になると、 立田山一帯でも、 万石茶山 古 墳や立田山 南麓 古 墳などの 古 墳が築かれているが、 そ の

一方で、 膨大な数の横穴群が立田山麓から 白111北岸 にかけて築かれている。 これは、 比較 的加工しやすい凝

灰岩の崖面が立田山 周 辺 に多く存在するためで、 宇留毛小碩橋際横穴群や浦山横穴群など、 一大横穴群地帯

を形成している。特 につつじヶ丘横穴群は墓前祭杷の様子がわかる好資料として注目され、 県指定文化財 に

なっている。

また、 集落関係では 迫ノ上遺跡、 下 南部遺跡、 竜田陳内遺跡などでか まどの付いた住居跡が確認されてい

る。

- 4 -
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第 2 表 熊本北バイパス周辺文化財一覧表 ( 1 )
市町村l番号| 遺跡名 旧遺跡名
R宮本市 191A 1唯ノ前

91B 1古閑III
92C 1;自ノ上

所在地 時ft 祖訓|指定 協考
縄文平間ftl.';跡、弥生亜棺基幹、古墳時代集落。時報告l'I
円昨閥i�l，\. fih1甚木箱墓、古墳時代住居跡
弥生聾h1且.古墳締代集落
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町

水
団
関

前
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臨
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前川
町内
町川

賞笥
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賞町

方
方
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方
方
方

図
四
国
間
四
四
場陶凶T閤
Mm
­

下
小
歳

馳町
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仙川崎

繍
御
の
六

群

省
辻
書
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嘗
穴

方
?
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国
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稲

田
総
四
御
問
辻

凶柏
田
目
白
臼
師

群勝
鮮
昨

週
穴
跡

目嶋
崎酬
滑川崎

王
九時
ヨU
4
6

車
大
附w
w

曲
百
九
百

縄文後晩聞た集落、調査あ1)
悶燥の貝塚あり、域主は西牟m常陸守
後晩胡l器、 i 曲、住居跡

組fll. ぬI�の客動支ft休憩所

六地t童 文明句問、九州でも希�fの略‘IJiEþ塔・0・叉和元年銘

四方裕町、飛1II1'2]目、大窪1丁目 l縄文、中世 l包産地1 1 飛岡塔の木.11\問.1:ノ原ー飛悶策I11'1t古t自 l草山塚古明 報告降、事の本縄文晩朋1器、土鈎器
山室2、6丁目.八車水谷i丁目、 l縄文、中惜 Il!if地1 1術llJA、c ・III室A'IIJ宣打出IIII室地頭)雌敏 八田水谷 | 弥生亜hlif.. J締器、縄文前後晩朋土器
大窪1.3、5HI 1 1 八E水谷畳間群 山富来限敬阿弥陀主宰傍 | 
山室Inl.邑E町ほか | 縄文、干安 |包蔵地1 l!f王寺Il'・芭王寺跡隊側 |縄文後期 弥生t昌司 土箇 須車器.内行花主鏡
大且惜町.蝿吊町ほか |縄文、中世 Il!.産地1 1 大島肘 井1111\\樽凶挙母地 l 
蝿尾町 | 古墳 | 古墳 1 1 IlI\ft. 防相品利問、監 原形不時
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第2節 遺跡周辺の環境

市町村 | 番号 | 遭跨名
第 3 表 熊本北バイパス周辺文化財一覧表 ( 2 ) 
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第I章 序 説

( 5 )歴史時代

奈良 ・ 平安時代になると、 律令体制の導入に伴い、 肥後においても行政組織の整備、 条里制の施行が進め

られ、 その影響が 周囲に及んでくる。 現在の 熊本市北部は、 白川を境に北は飽田郡、 南は託麻郡に属し、 飽

田郡家は京町付近、 託麻群家は渡鹿付近にあったとされる。 また、 立田山西麓を官 道(西海 道)が通り、 現

在の子飼に蚕養駅が設置されたと推定されている。

立田山の東部では、 須恵器の生産が行われるようになり、 窯が 作られた。当時の生産遺跡として長蓮寺窯

跡や堂の前屋敷窯跡などがある。

また、 白川 南岸の大江遺跡群や新 南部遺跡群の調査では、 須恵器、 土師器を伴う住居跡が多く確認され、

西谷遺跡からは平安期の住居跡が出土している。

中世、 立田山 周 辺では、 西麓の亀井や 南麓の 宇留毛に城が築かれたが、 生活の中心は主に 白111と坪井川の

沿岸の低地にあり、 台地上は未開発であった。

近世になると、 肥後藩によって、 台地上の開拓が行われるようになった。 現在の 清水町、 龍田町一帯は五

町手永に属し、 細川忠利は麻生田、 撒木、 兎谷などに地筒衆をおいて、 開拓と防御の任にあたらせている。

現在の遺跡 周 辺は、 熊本市域の拡大に伴う農地の宅地化が進み、 また、 造成によって旧地形が削られるな

ど、 急速に昔の面影を失いつつある。 また、 交通混雑の緩和など、 市街地化に伴う 道路、 施設などの環境整

備が、 早急な課題となっている。
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第l節 調査の概要

第E章 調査の成果

第1節 調査の概要

1 調査の概要

古閑山遺跡は、 天拝山からほぼ東方向に のびる正陵上に位置し、 北バイパス の予定路線はこ の正陵を 南北

方向に切 り 通す形で設定されている。 発掘 調査は、 工事計画 の進捗状況に合わせて、 調査区を 2 つに分け、

それぞれ平成4年 度と 平成6 、 7年度に行った。

各 調査区 の地番及び調査面積は、 平成4年度調査区が龍田町大字上立国字 古閑山2，368-1 、 2，347番地な

ど の約4，500m2、 平成6 、 7年 度調査区が字 古閑山2，321、2，326番地、 字天神免2，171、2，174番地など の約3，000

ばである。

(1)平成4 年度調査

平成4年度 の調査区は、 E陵 の北側斜面部分にあた り、 海抜は75-81mで、ある。 調査は 平成4年 9月よ り

開始した。 重機による表土剥ぎ後に、 一 辺10m のグリッドを設定(第3図) し、 土層観察用 のブリッジ (畔)

を残して包含層を掘 り 下げた。

調査区は 竹林であったため、 竹根 の撹乱が激しく、 包含層は一部しか残っていなかったが、 主に縄文時代

早期 ・ 前期 ・ 後期 ・ 晩期、 弥生時代中期 ・ 後期、 古 墳時代 の遺 物が出土した。特に 古 墳時代 の遺 物は最も多

く、 土師器を中心に、 鉄 の万子、 銅環、 ガラス玉などが出土した。 遺構は竪穴住居跡 1 基、 木棺墓l基、 溝

13本、 小土坑多数が確認された。出土遺 物などから、 住居跡と木棺墓は 古 墳時代、 溝は中世以降 のも のと思

われる。さらに、 調査区からは多数 の小土坑が確認された。こ の中には柱穴と思われるも のがあ り 、 何らか

の建 物が建っていた可能性があるが、 はっき りとした建 物跡は確認することができなかった。 また、 土層確

認 のため、 F-6 グリッドにトレンチを設定し 掘 り 下げたところ、 旧石器時代 の台形様石器が出土した。こ

のため、 周辺を拡張して旧石器 の 調査を行い、 E-4 グリッドからも黒曜石 の剥片が出土した。

平成5年 3月に遺構実測、 写真撮影等すべて の作業が終わ り 、 調査を終了した。

( 2 )平成6、 7年度調査

平成6 、 7年度調査は、 平成7年 1月18日よ り 開始した。 調査区は、 平成4年 度 調査区 の 南側部分にあた

り 、 正陵 の尾根上にある。 重機による表土剥ぎ後、 調査区 の清掃とグリッド の設定を行ったが、 平成4年 度

調査区はすでに工事によって削 平され、 グリッド の基準線が不明であったため、 新たに基準線を設定して、

I 辺10m のグリッドを設定した ( 第4図)。

グリッド設定後、 ブリッジ (畔 )を残して包含層を 掘 り下げた。 調査区は開墾による削平をかな り 受けて

お り 、 包含層 の残 り はあ まり良くなかったが、 主に縄文時代早期 ・ 前期 ・ 後期 ・ 晩期、 弥生時代中期 ・ 後期、

古墳時代 の遺物が出土した。包含層出土 の遺物については、 遺物分布図に出土地点、 絶対高を記入後に取 り

上げた。 また、 主要な遺構として、 円形周溝墓 2基、 石棺墓l基、 溝13本が確認された。出土土器などから

円形 周溝墓と石棺墓は 古 墳時代、 溝は近世以降 のも のと思われる。遺構については20分 のlで実測図を 作成

したが、 円形 周溝墓 の主体部および石棺墓については10分 のlで 作成した。遺構から出土した遺 物について

は、 上層 のも のは原則として一括で取 り 上げ、 下層 のも のである程度 の大きさをもつも のについては、 実測

したあと番号をつけて取 り 上げた。 調査途中に年度変わ り のため一時 調査を中断したが、 引き続き 平成7年
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F E D C B A 
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。

第 3 図 平成 4 年度調査区遺構配置図
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82. 000M 

第1節 調査の概要

度も 4月17日よ り 作業を再開した。

遺構実測と包含層の掘 り 下げ後、 バルーンを使用して調査区 全景の空中 写真を撮影し、 7月10日に調査を

終了した。

A B c D E F G 

7 

6 

85. 000M 

5 

4 

3 

2 

。 20m 

第 4 図 平成 6 、 7年度調査区遺構配置図
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第E章 調査の成果

2 遺跡の基本層位

調査区の掘り下げに先立ち、 数か所に土層確認トレン

チを入れ、 その結果をもとに 検討し、 遺跡の 基本層序と

した( 第 5 図)。

I層は暗茶褐色土層で、 耕 作土層である。近世陶磁器、

土師器が入る。

E層は黒色土層で、 耕 作による撹乱を受け、 近世陶磁

器、 土師器が入る。溝の一部は この層より 掘り込 まれて

いる。

皿a層は暗褐色土層である。 アカホヤを含む。土師器、

須恵器、 縄文晩期土器が入る。遺構の多くは この層より

掘り込 まれていたと思われる。

mb層は褐色土層である。 アカホヤを含むo

N層は黒褐色土層である。

V層は、 ニ ガシロと通称される黒褐色土層で、 層が塊

状に硬化している。中には長石、 石英、 火山 ガラスなど

を多量に含んでいる。無遺 物層であるo

W層は、 明茶褐色ローム質土層で、 所々にしか 見られ

ない。

vn層は黄色ローム層である。やや粘質で、 砂喋および

小石を多く含む。黒曜石の剥片が出土している。

珊層も暗黄色ローム層で、 遺 物の出土は 見られなかっ

た。

第2節 旧石器時代の遺物

VI層

困層

咽層

第 5 図 基本土層図

平成 4年度調査時の旧石器時代の調査の結果、 旧石器時代のものと思われる台形様石器や剥片が出土した。

台形様石器( 第6図 1 )

平成 4年度調査区F-6グリッドで、 ニ ガシロ層下のローム層直上から出土した。 チャート製の厚みのあ

る幅広の剥片を素材とし、 左側縁の表裏両面から 平坦剥離を施し、 右側縁は表面に裏面倒からやや急斜度の

調整加工を施している。 また、 左側縁裏面倒は 平 坦剥離により素材剥片の打点部が除去されている。長さ

2.9cm、 幅2.5cm、 厚さO.9cm、 重さ6.3gを測る。

細石刃( 2 ) 

平成 4年度調査区の 清掃中に出土した。黒曜石製で、 長さ1 .15cm、 幅O.55cm、 厚さO.15cm、 重さO.lgで

ある。頭部及び先端部を欠失している。素材となった黒曜石は、 挟雑 物を 全く含 まない良質の石材が 利用さ

れており、 西北九州産と考えられる。両側縁には使用痕が残る。しかし、 今回の調査では、 細石刃核は 検出

されておらず、 また資料も頭部を欠失しているため詳細な位置づけは困難である。

剥片( 3 ) 

平成 4年度調査区E-5グリッドで、 ニ ガシロ層下のローム層直上から出土した黒曜石の剥片である。 単

円L唱EA



第3節 縄文時代の遺物

剥離面を打面とし剥出され、 下端部 に磯面を残す。表面の剥離構成は石器中央 に向けほぼ全周 に剥離痕が認

められる。 この ことから、 さほど大きくない分割磯ないしは剥片を石核素材とし打面を縁辺 に沿って頻繁 に

転移する剥離技術が採用されていた ことが窺える。長さ1 .8cm、 幅1 .8cm、 厚さ0 .5cm、 重さ2.2gで、ある。

縁 辺に使用痕などは認められない。

第3節 縄文時代の遺物

1 土器( 第7 、 8 図)

古閑山遺跡から出土した縄文土器の時期は、 早期、 前期、 後期、 晩期 にわたるが、 早期と後期、 晩期の土

器がその多くを占める。 このうち、 口縁部と底部を中心 に器形の推定が可能なものを50点掲載した。 以下、

これらの土器 について時期別 に見ていきたい。

なお、 個別の土器の計測値および観察 結果 については[出土縄文土器観察表J(第4表) に まとめている。

くこ〉

<:::> 2 

向
-建設ßw悶MU晴晴噂

5cm 
ζご〉

3 

第 6 園 出土旧石器
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第E章 調査の成果

(1)縄文早期土器

押型文土器、 撚糸文土器、 条痕文土器、 塞ノ神式土器などが出土した。

押型文土器( 1 -12)

格子目文 ( 1 )、山形文 ( 2 - 6)、 楕円文 (7 -11)、 同心円文 (12) の 4 種類である。

押型文土器は 口縁部 周 辺の施文の特徴から、 外面のみに押型文を施文したもの ( I類)、 外面に 押型文、

内面は原体 条痕が施文されたもの ( II類)、 内外面とも押型文が施文されたもの ( m類)、 外面に押型文、 内

面に原体 条痕と押型文が施文されたもの ( N類) の 4 つに分ける ことができる。 また、 口縁部の器形からは、

口縁部が直口するもの (A類)、 端部がわずかに外反するもの (B類)、 大きく外反するもの (C類)に分け

る ことカfできる。

このうち、 古閑山遺跡から出土した押型文土器は IA、 IB、 NA、 NB、 の 4 類である。

IA類( 格子目 l 、 山形 2 、 3 、 楕円 7 、 8 )

直 口 口縁で、 外面に押型文を施文しているものである。 内面は主にナデ調整で、 横位施文が多くを占める

が、 斜位施文のもの ( 3 ) もある。

IB類( 楕円 9 ) 

口縁端部がわずかに外反し、 外面に押型文を施文しているものである。 内面は主にナデ調整である。施文

議万

f響り3
， I I 

第 7 図 出土縄文土器 (1 )
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第3節 縄文時代の遺物

方向は縦位であるo

NA類( 楕円11)

直 口 口縁で、 口縁部 内面に原体 条痕と 押型文、 外面に 押型文を施文しているものである。 内外面とも縦位

施文である。

NB類(山形 4 、 5 、 楕円10)

口縁端部がわずかに外反し、 口縁部 内面に原体 条痕と 押型文、 外面に 押型文を施文しているものである。

3 点とも 内外面横位施文である。なお、 5 の残存部の外面はナデ調整のみであるが、 他の例から見て、 下部

に 押型文が施文されている可能性が強いため NB類に含めた。

胴部(12)

外面に同心円 押型文を持つ 胴部片である。文様の特徴から手向山式土器と思われる。

底部( 6 ) 

平底で外面に山形押型文が施文されている。底部と 胴部は直線 的につながっている。

撚糸文土器(13-15)

撚糸文土器についても、 形態 的に 押型文土器と同様の分類が可能で、 13、 14はIA類、 15はTIB類に分類

される。施文方向は14が横位施文、 15が縦位と横位 の併用である。13は斜位の回 転施文を縦位の連続押圧文

で区画している。

条痕文土器(16)

口縁部の破片である。外反気味で、 外面に縦位、 内面口縁部に横位の 条痕文が施され、 口唇部にも 条痕が

ある。押型文TIB類と近似した特徴を持ち、 文様置換の関係にあると考えられる。

塞ノ神式土器(17)

胴部破片である。外面に連点文と 沈線で区画された 撚糸文文様帯をもっ。

(2)縄文前期土器

曽畑式土器(18、 19)

18は 口縁部の破片である。外反気味で、 内面に連続刺突文と 平行 沈線文、 外面に連続刺突文と 平行 ・ 山形

沈線文の 組み合わせが施文されている。 また 口唇部にも連続刺突文がある。19は 胴部破片で外面に 平行 ・ 山

形 沈線文の 組み合わせが施文されている。

( 3 )縄文後期前半土器

磨消縄文系(B類) とそれ 以外のもの(A類) に分けた。

A類(20-25)

直 口口縁のもの(20、 21)、 口縁部を 肥厚させたもの(22、 23)、 外反 口縁で 口縁部に断面三角突帯を張り

付けたもの(弘、 25) に分けられる。20、 21は御手洗A式、 22、 23は出水式、 24、 25は市来式に似た特徴を

持つ。

B類(26-32)

直 口 口縁のもの (26)、 頚部で屈曲して外傾する 口縁をもつもの (27)、 口縁外面に突帯をもつもの(28-

30)、 口縁部を 肥厚させたもの(31、 32) に分けられる。27-30は 鐘崎式、 31、 32は北久根山式に近似する特

徴を持つ。
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第E章 調査の成果

(4)縄文後期後半、 晩期土器

器形の特徴から深鉢型土器と浅鉢型土器に分け、 さらに残存部、 形態の特徴をもとに細分を行った。

漂鉢形土器(34-42)

口縁部の形態によってA、 B類に分類した。

A類(34)

外に聞く 頚部から直立気味に立ち上がる 口縁帯を持つもの。 口縁帯には 3 条 の 沈線をもっ。

B類(35-42)

直 口口縁で直立か、 外反気味に聞く 口縁部を持つもの。 口縁部のみの破片が多く、 下部の形態が不明なも

のが多い。ほとんどが粗製で、 外面は 条痕調整である。37は 口唇がわずかに 内轡し、 外面に放射状に聞く 沈

線文を持つ。

浅鉢形土器(33、 43-45)

口縁部の形態によってC-E類に分類した。

C類(33)

外反する頭部から直立気味に立ち上がる 口縁帯を持つもの。 内外面ともミガキ調整で、 口縁帯にはl 条の

回線がある。
第4表 出土縄文土器観察表
置番抽号 官幽、鍋単 口 底桂 現存高 国 聾 色 田 胎 土 瞳庫 回査 取上番号 間考(om) (an) (内面) (紺面} (内面) {舛面] 年度

l 鉢 日韓 3.4 ナヂ 幡子自主 に..由I!W肝06/4) にぷ買置11肝06/4) 砂睦多量‘石英.角閃<i.量石を宮む やや且 H6 C-4P-j 2鉢口揖 2.5 ナヂ 111蕗文 iニぷ買置I1OYR6/3) にぷ置置I1OYR6/4) 砂睦f量、石甚、角閃石.R石を官む 且軒 H6 0-3 

3 i1t'ロ緑 8.0 ナヂ 01百五宜 にぷ薗置I1OYR6/4) にぷ前掴I1OV05/3) 租砂睦ffiI.昆石.石英.角間百を宮む やや良 H6 C-4P-l 4鉢口縁 4.9 車体象車‘山車宜‘ ナヂ ナデ.111盟主 にJ誌置置(1世06/4) にぷ町田I1OYR5/3) 砂佐多置.石英‘角悶石.R百金古む 且師 H4 IOT s鉢回線 5.0 車体条畳、山車文 ナヂ 匝曲掴11肺0512) にぷ買置I1OYR7/3) 砂佐多量.石英、角間石.量百を含む 且師 H6 1 号大型土睦36 鉢高田 3.6 ナヂ 山車文 にぷ曲目田町同14) 控1 5Yll6/6) 租砂誼f母、量<i.石聾、角間石を宮む 且軒 H6 8-5 7 鉢口韓 6.8 ナデ ナデ.繍円文 iニぷ掴17.5'四5 14)にぷ圃(7.5'四5/4 )砂粒多量、E英、角間石.量百を音む 且IJ H6 8 鉢 口韓5.5 ナヂ ナデ.楠円文 にぷ責措(l0YR5/3) にぷ貴蝿(lOVR5/4) 砂粒f量、石英、角関石、民石を含む 且評 H6 0-6 9 鉢日韓 1 .3 ナヂ 摘円宜 にぷ町田(la 四 5/3)にぷ置(7.5'粗削) 砂蛇多量.<i葺.角悶石.量百を青む 且岬 H4 1T 

5‘2 固体条置.繍円文、 ナデ ナヂ‘楠円文 にぷ薗田l1a間5/3) にぷ貴闘(l0YR5/3) 砂世多量.石英.角閃石.民石を古む 且師 H6 0-5 1周溝墓圃揖

4.8 車体粂111.繍円宜 ナヂ.帽円文 にぷ貫置(l酎0614) にぷ由同(1町05/4) 砂睦多量.<i英.角関<i.民石金吉む 且好 日6 8-5 田

12 鉢園都 ナヂ 向心円文 にぷ貴掴(l0YR5/4) にぷ苗圃110Yll5/4) 砂睦少量‘百英.量石t宮む 不良 H4 F-6P- 1 

1

1

15

3

4 昨i
岡

鉢
本

日ロ
日

縁韓韓
4.0 ナヂ 揖糸文 にぷ置置(la開6/4) にぷIlIllI1OYR6/4) 担砂桂多量.甚石.石英、角閃百を古む 且1， H6 0-6 

4.4 ナデ 世条文 にぷ置掴11町05/4) にぷ森岡15Yll5/4) 砂量多量.<i革、角閃石、民石を宮む やや且 H6 0-7 

9.0 車体粂車、ナヂ 揖糸文 にぷ買橿I1OYR6/4) にぷ世田110Yll4/3) 砂睦多量‘E某‘角間石.民百.冨li金古む 良野 H4 0-3 15 1 16鉢回線 5.0 4降車文、ナデ 轟寵宜. 口唇薗a駐車文 にぷ貴掴(1町05/3) にぷ貴闘I1OYR5/3) 砂佐多量、石英.角閃百、民百を古む 不良 H6 0-7 17鉢園部 ナヂ 連点主‘龍瞳区画担来主 置(7.5YR6!6) にぷ掴(7目5四5 14)砂世多量‘量石、石英‘角閃Eを古む やや且 H6 0-5 

1 8鉢目録 4.2 割拠士.平行龍韓文.口唇園調製宜 制実宜.平行龍融支.山車it.韓文 にぷ世(7 .5Yl凶14)1I(7.5Y岡
崎)

砂位ffiI.<i某.角肉<i.亜石を含む 且蜂 H4 0- 9 1 4  19鉢田部 ナヂ 平行此組宜、山醇詑韻文 にぷ歯置I1OYR6/4) にぷ由掴(l0YR5/3) 砂桂多量、石英.角閃<i.亜石を宮む 且肝 H6 8-5 1 6 1  m鉢日韓 3.6 ナヂ ナヂ.刺突文 にぷ貴帽(lOVR5/3) にぷ曹掴110Yll5/4) 砂世f量、亜石、角閃石を含む 且岬 H6 8-5 

21 鉢目録 2.8 ナヂ.車点主 ナヂ. 連点主. 口唇割目 にぷ111111町06/4) 6こぷ貫担I1OYR7I4) 砂睦多量‘石英、角閃石.長石を吉む やや良 H6 A-1 15揖2鉢口It 4.0 ナヂ 爪臨迫点主.輔突文.ナデ にぷ貫掴I1OVR5/4) 前掴l1a昭5/8) 砂世多量.百英、角関百.R<iを古む 且軒 H4 F-4 盟n鉢目録 6.7 ナヂ ナデ.此111粂. ロ唇詑111粂 にぷ置置I1OYR7/4) にぷ薗置I1OYR7/4) 砂世少量、量石‘石英.角間石を宮む 且醇 日6 8-5 1お血鉢口総 4.3 ナヂ 貝lIt輔費宜、連a文 にぷ掲げ目5YR5/4 にぷ事掴15Yll5/4) 砂匝少量、長石‘ E英.角閃Eを官む 良野 H6 8-4 5構 櫨抗回線お鉢目録 6.8 粂直桂ナヂ 貝瞳綱提宜.it掴.条寵桂ナデ に.. 黄置I1OYR6/4) に"1lI1 7. 5Yll6/4砂佐多量.石英‘角閃<i.量石を古む 良時 H6 C-6P-2 直』来日It担除口裕 5.7 ヘラミガキ ヘラミガキ.詑韓文‘薗捕縄文 にぷ置(7町5Yll6/4) iニぷ蝿( 7 . 5Yll5/41砂桂少量.百其.角間宮、R<iを宮む 且好 H4 C-2 幻鉢日韓 2.7 ヘラミガキ ヘヲミガキ、出組文、串調血文 臣賞曲I1OYR4/2) にぷ蝿( 7. 5Yll5/4砂桂少量、石英.角間石.民石を古む 且好 H6 8-5 155 2B鉢日韓 4.5 ナデ ナヂ.北組主提起.口層調需主 にぷ曹描(lOYll5/3) 臣賞描11町05/2) 砂唯少量、E英、角間石.R<iを古む 且野 H4 8-2 17 四鉢口揖 6.1 ナヂ ナヂ.詑線宜‘ロ曹洞実主 配置幅(1町04/2) にぷ由掴110昭51 4) 砂喧ffiI.百英、角閃<i.量百を古む やや良 H6 B-2P-l 却鉢回線 1 6.4 3.0 ヘラミガキ ヘラミガキ.龍輔文‘暗摘掴文 にぷ費置110Yll6/4) 配置掴11町05/2) 砂位多量、百英‘角閃石、民石を青む 良野 日4 1国

31 鉢 口 緑 3.7 ナデ 揖糸文.ナヂ 暗闇(lOYll3/
3)

にぷ掴(7.5 Yll5l4)砂佐多量、E英、角閃百、量石を官む やや且 H4 内面嘩付着32鉢口線 4.2 ナヂ 龍組主.揖糸文‘ナデ にぷ貴冊110Yll5/3) にぷ貴闘I1OYR5/3) 砂睦多量、石英、角閃石.匝石を古む やや且 H6 0-5 1周揖E圏構 植輯ロ緑33謹鉢口輯 3.7 ヘラミガキ ヘヲミガキ.凹韓1条 にぷ貫担110Yll6/4) にぷ置置I1OYR6/4) 砂唖少量.<i抵角間<i.量百‘串曜Eを古む 良軒 H4 F-5 3 

34揮.. 口緑 2.8 ナヂ ヘヲミガキ、比韓3晶 謹賀(2.5Yll7.
吊}

間庇(2.5'四411l 砂睦多量、角閃石、量耳、君!ISを吉む 且時 H4 

35探.. 目録 お2 7.4 へラミガキ ヘラミガキ にぷ貴置111町06/4) にぷ聞置11町06/4) 砂且少量.0葺.角間0.1!0.鼎曙石金古む 且好 H4 日436禄鉢口締 4.9 ヘヲミガキ ヘラミガキ 臣賞縄I1OYR5/2) にぷ貴闘11町R5/3) 砂綾少量.角閃<i.R<iを音む 良好 H4 8-2 外面煤付着37濡.. 口緑 5.0 ナデ 条担、龍純文 にぷ薗置11町06/4) にぷ慣瞳11町06/3) 砂睦少量、石英.角閃石、R<i金古む 且師 H4 担禄鉢目録 5.2 ヘラミガキ ナデ 貴庇12.町制1
1)

にぷ貫置11肺07/3) 砂桂少量、角悶<i.ll<ii-含む 且岬 H4 c.o 
3

4

4

8

0

1 

2躍樺事 鉢鉢鉢
口日ロ

絹輔制 5.4 ナヂ ナヂ にぷ置橿(1町06/4) 際世嗣11OYR5/2) 砂粒多量.角関百、量石を宮む 且野 H4 

6.0 ナヂ ナヂ にぷ買11111町07/4) にJ民聞置11町07/3) 砂桂多量.石葺、角閃<i.量百を昔む 且軒 H4 F-4 1住却 外面盤付着
4.9 ヘラミガキ ヘラミガキ にぷ貴橿I1OYR6/4) 思幅110Yll3/2) 砂桂flil.石英、角関石.ll<iを青む 良野 H4 A-2 外面醸付着

a躍 鉢 口
緑

2 2.2 6.2 ヘヲミガキ ヘラミガキ にぷ世置11町06/3) にぷ貴置11OYR6141 砂桂多量、角間石.長石を古む 良野 H4 皿岨世鉢口線 3.2 ヘヲミガキ ヘラミガキ.IJ;f.ン抗提起 配置蝿11OYR5/2) にぷ貴闘I1OYR5/3) fl>並置量.<i其‘角問<i.耳石を青む 良時 H6 C-7 剖直鉢ロ揖 5.7 ヘラミガキ ヘラミガキ. '] ポン抗提起 掴110Yll21l) 盟110Yll2l
1l

砂位置量.ll石を宮む 畠野 H4 E-3P-2 5 

4

4 6

5 謹a鉢鉢 掴口絹薗
15.2 2.7 ヘラミガキ ヘヲミ"キ にぷ置17.5'時間} にぷ瞳17.5 YR6!4)砂誼少量.<i葺.角間<i. II石を宮む 良野 H4 1211 

ヘラミガキ ヘラミガキ."111 冊灰11町1l51
l) 

由服11町14/11 砂世置量.ll石を古む 且鯨 H4 

47鉢底鼠 7.0 2.1 +ヂ へヲミ昔fキ にぷ貧11111町R7/3) 灰貧鍋110Yll6/2) 砂粧多量.角関百. I!<iを含む 良好 H4 8-2 16 48鉢底部 7.2 2.6 ナヂ へヲミガキ 灰国掴110Yll5/2) にぷ書画11町06/4) 砂桂f!il.角間<i.亜石を官む 且好 H4 F-2 4構6

4911本車部 11.6 3.8 ナデ ナデ にぷ貴闘I1OYR5/31 にぷ置17 .5Yll6/4)砂睦多量、百英、角関石、民石を音。 且師 H4 0-8・9 1茸車訂国鉢底部 12.0 2.8 ナヂ ナヂ にぷ買置110Yll7l3) にぷ聞置I1OYR6/4) 砂瞳多量、 E聾.角閃<i.民石を含む 良野 H4 F-3 9土韓2
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第E章 調査の成果

D類(43、 45)

頭部でくの字状に屈曲し、 外傾する口縁部の 内面に粘土を貼り付けて口唇部を分厚くしたもの。43は屈曲

が強く、 リボン状突起がある。

E類(44)

外反する口縁部の 内面に突帯を貼り付け、 短い口縁帯を作り出したもの。 リボン状突起がある。

胴部(46)

浅鉢形土器と考えられる。中位で稜をなして屈曲し、 下位外面には 条痕をもっ。

底部(47-50)

形態により、 やや上げ底で 胴部から底部端にかけてほぼ直線的に連なるもの(47、 48) と、 平底で底部端

が張り出すもの(49)、 胴部が外反し、 ほほ垂直に底部端に連なるもの(50) の 3 つに細分できる。

2 石器( 第9 -16図)

調査区から出土した縄文時代の石器のうち、 主要な遺 物64点を掲載した。 以下、 器種ごとに、 特徴を見て

いきたい。

なお、 それぞれの遺 物の計測値については、 「出土縄文石器観察表J( 第 5表) に まとめている。

石鍛 ( 1 -21) 

石鍛は、 21点出土した。石材としては、 黒曜石製が13点、 チャート製が l点、 安山岩製が 7点となってい

る。

出土した石鎌は、 すべて無茎鎌にあたるが、 その形状によって、 正三角形を呈するもの(I群)、 二等辺

三角形を呈するもの(ll群)、 その他の形状のもの( m群) の 3 種類に分けられる。

さらに、 基部の形状の特徴から、 平 基のもの(A類)、 V字状に浅い扶りが入るもの(B類)、 U字状に扶

りが入るもの(C類)、 深く扶られた長脚のもの(D類) に分ける ことができる。

このうち、 実際に出土したのは 6種類で、 llB類が 7点で一番多く、 次いでllC類が 6点、 llA類が 4 点

出土している。

IA類( 1 、 2 )

平 基で、 正三角形を呈する石織である。 2 点出土した。lは素材剥片の剥離面を残し、 先端と 基部の一部

を欠損している。

llA類( 3 - 5 、 7)

平 基で、 二等辺三角形を呈する石鉱である。 4 点出土した。 3 は素材剥片の剥離面が一部残っている。 ま

た、 5 は 内管気味の縁辺をもっ。なお、 3 - 5 は 基部の一部を欠損している。

llB類( 6 、 8 、 10-14)

二等辺三角形で、 基部にV字状の浅い扶りが入る石鎌である。 7点出土している。

6、 11、 13、 14は小型の石織である。10は素材剥片の剥離面が一部残っている。 また、 6、 8 は 基部の一

部、 10は上半と 基部の一部、 12、 13は先端部を欠損している。

llC類( 9 、 15-19)

二等辺三角形で、 基部がU字状に扶られた凹 基の石織である。 6点出土している。16、 19は 内管気味の縁

辺をもち、 細かい調整が入っている。17は素材剥片の剥離面を残す。なお、 9 は先端部、 15、 17、 19は脚の

一部、 18は 左半部を欠損している。

-18 -
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第3節 縄文時代の遺物

IID類(20)

二等 辺三角形を呈し、 基部が深く扶られて長脚 になる石鍛である。20は剥片鍛で、 左脚部を欠損している。

mc類(21)

21は 基部がU字状 に扶られた凹 基の石鍛である。上半部内轡気味の側縁が下半で角をなして屈曲する特異

な形をしている。

石錐(22)

サヌカイト製である。上半部欠損のため、 つ まみ部の形 状は不明であるが、 錐部は細身の棒状で、 縁 辺 に

細かい調整が入っている。

石匙(23、 24)

2 点出土した。いずれも サヌカイト製の横型石匙である。23の調整は縁 辺のみで、 素材剥片の剥離面がか

な り 残っている。

削器(25�30)

剥片の側縁部に連続的に調整を加えて 作られた刃部を持つもので、6点を掲載した。大型のもの(29、30)と小

型のもの(25�28)に分けられ、大型のものはいずれも サヌカイト製、小型のものはいずれも黒曜石製である。

打製石斧(31、 32)

2 点出土した。 2 点とも 両側縁がほぼ平行な 短冊形(長方形) で、 石材は31が 砂岩製、 32は片岩製である。

32は表面 に磯面を残しているが、 磯面には磨痕が残ってお り 、 磨石を石材として二次使用した可能性がある。

磨製石斧(33�35)

3 点出土した。33は刃部を欠損している。上半部には調整の際の敵打痕が残る。34は小型の片刃石斧、 35

も小型の片刃石斧で、 とも に蛇紋岩製である。

金G返ら
25  

司建議診
-� � 

� 

〈ごこ〉

ζご込
27  5cm 

第1 1 図 出土縄文石器 (3 ) 
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第 5 表 出土石器観察表

遺物
器種 石材

長 さ !享 さ 重 さ 調査
取上番号 備考

番号 (cm) (cm) (Cm) (g) 年度

石鎌 黒畷石 1 . 4  1 . 8  0 . 4 1 . 0  H 4  B - 2 上半部欠損

2 石鍛 安 山 岩 2. 2 2. 0 0. 5 1 . 4 H 4  E - 5 

3 石鍛 安 山 岩 2. 5 1 . 9 0. 5 1 . 6  H 6  E - 7 未完成品
4 石鍛 黒l粗石 2. 2 1 . 5 0. 5 1 . 2  H 4  B . C .  D - 2 基部の 一部欠損

5 石鍛 安 山 岩 2. 2 1 . 5 0. 5 0. 9 H 6  D - 5 基部の 一部欠損

6 石鎌 安 山 岩 1 . 9 1 . 3  0. 6 1 . 1 H 4  表土剥 ぎ

7 石鍛 安 山 岩 3. 0 1 . 6  0. 3 1 . 7 H 4  清掃中
8 石鎌 チ ャ ー ト 3. 0 1 . 8  0. 4 1 . 3 H 4  230 基部 の 一部欠損

9 石鎌 黒曜石 2. 0 1 . 4  0. 6 0. 9 H 6  C - 4 

10 石鎌 黒曜石 1 . 6 1 . 6  0. 3 0. 4 H 6  上半 と 基部の 一部欠損

1 1  石鍛 黒曜石 2. 1 1 . 7 0. 4 0. 7 H 4  B - 2 5 溝20

12 石鍍 安 山 岩 2. 2 2. 0 0. 5 1 . 5 H 4  E - 2 先端部欠損

13 石鎌 黒曜石 1 . 5 1 . 1 0. 4 0. 4 H 4  C - 2 先端部欠損

14 石鎌 黒船石 1 . 4  1 . 2  0. 3 0. 2 H 4  B - 2 

15 石鍛 黒日置石 1 . 8 1 . 5  0. 5 0. 8 H 4  A - 1 右脚欠損

16 石鍛 黒曜石 2. 2 1 . 8  0. 4 1 . 0  H 4  清掃 中
17 石鎌 安 山 岩 1 . 8 1 . 3  0. 3 0. 5 H 4  清掃中 左脚欠損

18 石鎌 黒昭石 1 . 9 1 . 2 0. 5 0. 6 H 4  A - 2 右半部欠損

19 石鍍 黒昭石 2. 4 1 . 1 0. 4 0. 4 H 4  A - 2 4 溝p- 1 左胸 欠損

20 石鎌 黒曜石 3. 5 2 . 0 0. 3 1 . 2 H 4  B - 2 剥片畿、 左脚欠損

21  石簸 黒曜石 2. 5 1 . 5 0. 4 0. 9 H 4  E 層 先端 と 脚 の 一部欠損

22 石錐 サ ヌ カ イ ト 4 . 4 1 . 4  0. 7 3. 2 H 4  185 上半部欠損

23 石匙 安 山 岩 3. 6 5. 2 0. 7 10. 8 H 6  B - 5 82 両端部欠損

24 石匙 安 山 岩 4 . 5 7. 5 1 . 5  34 . 8  H 6  C - 4 18 左端部欠損

25 削 器 黒 曜 石 1 . 3  1 . 9 0. 5 0. 8 H 6  l 周溝墓周溝

26 削器 黒暇石 1 . 8 1 . 5 0. 3 0. 8 H 4  D - 2 4 溝

27 自IJ器 黒曜石 4. 3 1 . 9  0. 5 4 . 5 H 6  D - 5 l 周溝墓周溝

28 削器 黒l磁石 2. 2 2 . 5 0. 7 2. 8 H 6  D - 5 I 周溝墓周 溝 上半部欠損

29 削 器 サ ヌ カ イ ト 8. 2 5. 3 1 . 5 46. 2 H 6  B - 5 157 

30 削 器 サ ヌ カ イ ト 7. 5 8. 6 1 . 8  91 .  0 H 6  B - 5 244 
31 打製石斧 砂岩 10. 5 4 . 7 1 . 7 103. 9 H 6  D - 7 12溝

32 打製石斧 片岩 10. 1 6 . 5 2 . 4 180. 4 H 4  1 i!lt 
33 局部磨製石斧 砂岩 12. 5 6. 7 2. 8 328. 0 H 6  C - 5 56 先端部欠損

M 磨製石斧 蛇紋岩 10. 8 2. 9 1 . 8 85. 5 H 6  C - 5 1 周溝墓周百年

35 磨製石斧 蛇紋岩 7. 4 3. 3 1 . 1 37. 4 H 6  D - 7 

36 台石 凝灰岩 24 . 9  21 . 0  7. 6 5150. 0 H 6  B - 5 162 

37 磨石 ・ 敵石 凝灰岩 13. 0 1 1 .  3 5. 2 925. 0 H 6  B - 5 109 風化激 し い
38 磨石 - 磁石 凝灰岩 6. 8 8. 1 4 . 0 320. 1 H 6  B - 5 181 一部欠損

39 磨 石 磁石 凝灰岩 11 .  7 8. 1 3. 9 565. 0 H 6  l 大土坑.37

40 磨石 ・ 敵石 凝灰岩 11 .  0 6. 5 4 . 0 460. 3 H 6  B - 5 216 

41  磨石 - 敵石 凝灰岩 7. 9 7. 0 6. 1 449. 0 H 6  A - 3 l 

42 磨 石 ・ 敵石 砂岩 7. 2 3. 7 3. 5 142. 2 H 6  F - 6 P - 2 

43 磨石 ・ 蔽石 凝灰岩 12. 9 12. 5 4 . 0 1390. 0 H 4  82 

44 二次加工 チ ャ ー ト 1 . 9 1 . 7 0. 4 1 . 2  H 4  c - 4 ・ 5 7 i斡 一部欠損

45 三次加工 黒曜石 2. 3 0. 8 0. 4 0. 5 H 4  A - 2 

46 二次加工 黒曜石 1 . 9 1 . 9 0. 3 0. 7 H 4  E - 6 左縁辺 に使用痕

47  二次加工 黒噂石 3. 4 2. 5 0. 7 4 . 7 H 4  F - 3 9 土坑 左縁辺 に使用痕

48 二次加工 黒昭石 3. 8 2 . 5 0. 9 5. 6 H 6  B - 5 33 

49 二次加工 黒昭石 3. 7 2. 6 1 . 1 6. 7 H 4  B - 2 

50 二次加工 黒曜石 2. 7 2. 3 0. 9 3. 2 H 4  A - 1 右縁辺 に 使 用 痕

5 1  二次加工 黒磁石 2. 6 2. 4 0. 5 2. 5 H 4  E - 2 縁辺 に使用痕

52 二次加工 黒隠石 2. 2 1 . 9 0. 6 1 . 6 H 4  B - 2 4 i蒋 縁辺に使用痕

53 模形石器 黒曜石 2. 4 2 . 5 0. 6 3. 6 H 4  E - 1 6 溝

54 模形石器 黒曜石 2. 1 2. 2 0. 6 2 . 5 H 4  D - 1 4 溝

55 模形石器 黒曜石 2. 4 2. 0 0. 6 2 . 3  H 4  i青婦 中
56 模形石器 黒曜石 2. 9 2 . 0 0. 5 2 . 1 H 4  ll '商
57 使用痕 黒曜石 2. 5 1 . 5  0. 6 1 . 4  H 4  F - 4 l 住 左縁辺 に使用痕

58 使用痕 黒曜石 2. 6 1 . 3  0. 6 1 . 5 H 4  136 両縁辺 に使用痕

59 使用痕 黒曜石 2. 4 2 . 0 0. 6 1 . 8  H 4  F - 4 40 左縁辺 に 使 用 痕

60 使用痕 黒曜石 5. 3 3. 0 1 . 1 12. 4 H 4  124 両縁辺 に使用痕

61  使用痕 黒曜石 2. 7 1 . 8  0. 5 1 . 6  H 4  D - 2 同縁辺 に使用痕

62 使用痕 黒曜石 3. 2 2 . 3 0. 7 3. 3 H 6  c - 4 39 扶入あ り
63 使用痕 黒曜石 2. 6 1 . 7 0. 6 2. 6 H 4  D - 3 両縁辺 に使用痕

64 異形石器 チ ャ ー ト 2. 2 1 . 8  0. 7 2. 3 H 4  お守備 中

円inノ白
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台石 (36)

36 は凝灰岩の肩楕円形の大型礁 の 表面 に磨痕 を持つ。 台石あ る い は 石皿 と し て使 わ れ た も の と 思 わ れ る 。

磨石 ・ 融石 (37�43)

7 点 を 掲載 し た 。 石材 は凝灰岩が多 く 、 砂岩が こ れ に次 ぐ。 形態 は 扇 平 な 円盤状の も の (37�39、 43) 、 卵

状の も の (41 ) 、 棒状の も の (40、 42) に 分 け ら れ る 。 ま た 、 38 は一部 を 欠損 し て い る 。

二次加工の あ る 不定形石 器 (44 � 52)

こ こ で は 9 点 を 掲載 し て い る 。 石材 は 、 44がチ ャ ー ト で 、 残 り は黒曜石であ る 。

44 は 一部 を 折損 し て い る が、 調整の特徴か ら 石鎌の 一部の 可能性があ る 。 ま た 、 45は棒状剥片 の 両側 縁 に

調整 を 加 え て お り 、 石錐の可能性があ る 。 47は表面 に磯面 を 残す。

槙形石 器 (53 � 56)

向 か い 合 っ た 2 辺の縁辺部 に 階段状の剥離痕が対 に な る 石器で、 4 点 を 掲載 し た 。 すべて黒曜石製で あ る 。

53 は 上下両端 と 両側 縁 に 対 向 す る 剥 離痕があ る 。 54 は 両側縁 に対向す る 剥 離痕があ り 、 右側縁 に は折れ面

があ る 。 55は 上下両端 と 両側 縁 に 対向 す る 剥離痕があ り 、 左側縁 に は折 れ面があ る 。 56は 上下両端 に対向す

る 剥離痕があ る 。

使用痕の あ る 剥片 (57�63)

縁辺 に 刃 こ ぼれ状の使用 痕が残 る 剥 片 で 、 7 点 を 掲載 し て い る 。 両側縁がほ ぼ平行 し て い る 刃 器状剥 片 を

使用 し て い る も の (57、 58、 62) と 、 そ れ以外の不定形剥片 を 使用 し て い る も の の 2 つ に分 け る こ と がで き

る 。

そ の他の石 器 (64)

64 は 俗 に 「 ト ロ ト ロ 石器j と 称 さ れ る 異形石鎌であ る 。 チ ャ ー ト 製で 、 先端部 は 丸 く 、 脚部 に 角状の突起

を 持つ 。

第 4節 弥生時代の遺物

l 土器 ( 第 17図)

調査区か ら 出 土 し た 弥生土器の ほ と ん ど は 、 形態 の特徴か ら 、 中 期 か ら 後期 に あ た る も の と 思 わ れ る 。 こ

こ で は 、 主 要 な 遺物 1 1 点 を 掲載 し た 。 詳 し い 内 容 に つ い て は 、 以下 の と お り で あ る 。

な お 、 そ れぞれの 遺物 の計測値 に つ い て は 、 「出 土弥生土器観察表J ( 第 6 表) に ま と め て い る 。

1 � 4 は 聾 の 口縁部片 で あ る 。 l は 口縁部外側 に 断面が分厚 い 三 角 形 の 突帯 を 張 り 付 け 、 胴部上半 に l 条

の突帯 を 持 つ 。 2 、 3 は 口縁外側 がU字型 に長 く 伸 び、 上面 に く ぼみ を 持つ 。 ま た 口 縁内側 に は 張 り 出 し を

持つ。 4 は 口 縁部が く の 字形 に屈 曲 し 、 口縁外側 は 薄 く 、 ほ ぽ均 ー の厚 さ に な っ て い る 。 5 は 聾 ま た は鉢の

口縁部で あ る 。 く の字形 に屈 曲 し 、 口縁下 に 1 条 の 断面三角 の突帯 を 持 つ 。 ま た 、 赤色顔料が全面 に 塗 ら れ

て い る 。 6 も 朱塗の聾 ま た は鉢の胴部片で あ る 。 上半 に最大径があ り 、 口縁下 に l 条 、 胴部 に 2 条 の 断面三

角 の突帯 を 持つ 。 5 と 6 は接合 し な か っ た が、 形態や 出 土地点 な どか ら 同 一個体で あ る 可能性が強 い 。 7 は

く の字 口 縁 を 持つ 査 の 胴部片で あ る 。 8 は費 ま た は査の胴部片 で 、 断面 コ の字形の刻 目 突帯 を I 条持つ 。

9 は 聾の底部で あ る 。 底面 と 脚部 の 器壁が薄 く 、 脚台状 に な っ て い る 。 10、 1 1 は査の底部で、 10は厚 め の 平

底、 1 1 は 薄 い レ ン ズ状の底 に な っ て い る 。

nδ
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第 6 表 出土弥生土器観察表

第 4 節 弥生時代の造物

調 聾 色 調
遺量物!J 器随 ロ底毘 現存高 S白 t 慢成 調子t 取上番号 婦 宅年 度(cm) {εm) {内耐) (外禍i) (内刷) 19f面}

1 1111蝕 23.8 6.0 ナヂ ナデ. )'!!野 1 :1: 明質�(JOYRi 6) 隠11.5"1 6) 砂位多量. 百築、 角閃石 民百を宮む やや且 " 6  C- Ij 2-1 

2 豊口健 2.4 ナ ヂ ナ デ にぷ償檀110VR1 .1 にぷ賞置OOYR7 4) 砂位多量. fi �庭、 角間百 I<liを古む 良If 114 

3 11目録 26.0 3.6 ハケ 目 ナデ にぷ貰置OOVRi 4 1':，;:質Îll:i10YR6 41 鯵位f量. ú笑. 向閃百. 民有を古u nlf "'  D- ! 4 1寓

4 聖日総 11.8 5.9 ハケ H ナデ にぷ前世110V'6 < 1 1:市首世110m 31 砂位多量、 肝英、 角間石、 民百合古u 良好 " 6  ß- 5 外耐煤IUI

5 111 11ま 30.0 ，1.5 ナデ ナヂ、 実情 1 :1: "縄(2.5Y刷 6) 1iI"，ruI5V回 21 砂u少1:. JH'iを古む Mf " 6  u - 5 2百 朱相

6 史刷飾 ハケ 日 ヘラ ミ ガキー 『郎ハ ケ 目 、 実帝 明.楢110m 61 4早織(2.5VR4 6) 砂粒少催、 IHi. 百英を古む JHf H 6  8-5 諮.173-175 朱「食

7 隻捌!I ナデ‘ ハ ケ n ナデ !!U.5YR品 61 民貴掲(JOYR4 2' 組砂佐多1. 1Hi. Ii笑を古む やや且 "6 B- 5 2:担

8 量刷附 ナデ ナT. -郁ハケ 1 1 . 剖自主帝 世(7.5V民i6) 世n.5YRi 6) m6歩位多量、 民百. 石英t青む 良併 11 6 IJ- 5 訂4
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第 E章 調査の成果

2 石器 ( 第 18図)

調査区 か ら 出 土 し た 石器の う ち 、 明 ら か に弥生時代 の も の と 思 わ れ る の は 、 粘板岩製の 石包丁 l 点で あ る 。

平成 6 、 7 年度調査区 B - 5 グ リ ッ ド よ り 出 土 し た 。 左端部の破片 で、 残存部 の 長 さ 4. 9cm、 幅4. 0cm、 厚

さ 0. 6cm、 重 さ 13. 8g を 測 る 。 背部 は ほ ぼ直線であ り 、 刃 部 の 形状 は 不 明 で あ る が、 端 部 で湾 曲 し て 背部 に

至 る 。 穿孔 は 、 中央部やや上寄 り で 、 両側 か ら 開 け ら れて い る が、 裏面の穿孔横 に 別 の穿孔が途 中 ま で 開 け

ら れ て い る 。

〉コ

- l  
i o.  

O 

第1 8図 出土石包丁

第5節 古墳時代の遺構 と 遺物

1 竪穴住居跡

5cm 

平成 4 年度調査 に お い て 、 竪穴住居跡が l 基確認 さ れ た 。 埋土 中 よ り 土 師器が出土 し た こ と か ら 、 古墳時

代 の住居跡 と 考 え ら れ る 。 住居跡の 詳 し い 内容 に つ い て は 、 以下 の と お り で あ る 。

な お 、 出 土 し た 土 師器 は 主 要 な も の を 図化 し て掲載 し 、 個別 の計測値お よ び観察結果 に つ い て は 「遺構出

土土器観察表J (第 7 表) に ま と め た 。

1 号住居跡 ( 第 四 図 )

平成 4 年度調査区 の 東部 、 F - 4 グ リ ッ ド で確認 さ れ た 。 東側部分 は調査区外 に な り 、 正確 な 規模 は 不 明

で あ る が、 長辺 6 m、 短辺 4 mの方形 に な る と 思 わ れ る 。 Pit 1 に柱の痕跡があ り 、 長軸 方 向 に並ぶ 2 本柱 で

あ る と 思 わ れ る 。 ま た 、 中 央部 のPit 3 か ら は焼土が検出 さ れ て お り 、 炉 の 跡 で は な い か と 思 わ れ る 。 中 央

部西寄 り に は約 1 m X O. 8mの溝があ り 、 室内 を 区切 る 形 に な っ て い る 。

出 土 し た の は すべ て 土 師器で、 こ の う ち 、 実測可能 な 9 点 を 掲載 し た ( 第 四、 20図 ) 0 1 は査 ま た は 聾 の

口縁部 と 考 え ら れ る 破片 で あ る 。 頚部で屈 曲 し て外傾 し 、 口唇近 く でわずか に外反す る 。 2 と 3 は小型丸底

- 30 -
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第 5節 古墳時代の遺構 と 遺物

の鉢であ る 。 2 は短 く 外傾す る 頭部、 3 は長 く 内轡す る 頚部 を 持つ。 4 - 6 は高杯の坪部 の 破 片 で 、 杯部 中

位の接合面で屈 曲 し 、 外反気味 に 立 ち 上がる 。 こ の う ち 4 と 6 は外面 に段 を 持つ 。 7 は 脚柱部の破片 で あ る 。

8 は 丸底 の 重で あ る 。 口 唇がわずか に 内管 し 、 外面ハ ケ 目 、 内面ヘ ラ ケ ズ リ 調整で、 最大径 を 胴部 中 位 に 持

つ 。 9 は査の上半部で あ る 。 口 縁 は 欠損 し て 不 明 で あ る が、 複合 口縁 に な る も の と 思 わ れ る 。

2 墳墓

今回 の調査 に お い て 、 木棺墓 l 基、 石棺墓 l 基、 円形周溝墓 2 基が確認 さ れ た 。 い ず れ も 古墳時代 の も の

で あ る と 考 え ら れ る 。 そ れぞれの遺構の詳 し い 内容 に つ い て は 、 以下 の と お り で あ る 。

な お 、 遺構 よ り 出 土 し た 土 師 器 は 主 要 な も の を 図化 し て掲載 し 、 個別 の計測値お よ び観察結果 に つ い て は

「遺構出 土土器観察表J ( 第 7 表) に ま と め た 。

1 号木棺墓 ( 第21 図 )

平成 4 年度調査区 E - 3 グ リ ッ ド で確認 さ れ た 。 棺材 は 残 っ て い な か っ た が、 形態 か ら 木棺 で あ っ た と 思

わ れ る 。 長軸2. 75m、 短軸 1 . 臼n、 深 さ O. 5mの 墓 墳 の 中 に 、 長軸2. 35m、 短軸O. 5m、 深 さ O. 35mの 周 囲 を 粘

土 で覆 っ た 主体部があ る 。 長軸 の 方位 はN - 75'-Eであ る 。 周 溝等 は確認 さ れ な か っ た 。 主 体 内 部 の埋土 は

粘土粒 と カ ー ボ ン 粒 を 含 む 暗褐色土で 、 遺物 は 出 土 し な か っ た 。 ま た 、 主体部 の 周 囲 の 土 は 、 粘 土 の 他 に 粘

土粒が混入 し た 暗褐色土 で あ る 1 a 層 、 1 a 層 よ り 粒土粒が微量 な 1 b 層 、 粘土粒 と 地 山 の 黄褐色土粒 を 含

む 1 c 層 、 粘土粒 を 含 ま な い 暗褐色土の 2 層 、 明褐色土であ る 3 層 、 や や 明 る い 暗褐色土の 4 層 に分層 で き

る 。

第 7表 遺構出土土師器観察表

圏 整 色 調 国査遺構 遭昏首
号

器祖
口 桂 底 桂 現存高

曲土 韓成 取上番号 由考(""1 (""1 同} {内面) {外面} (内面) (外面} 年産

l 号住 1 亜か量 15. 6 7. 1 ナヂ. ヘ ラ ケ ズ リ ナ ヂ にぷ黄世IIOYR7131 謹茸置IIIT昭島31 砂粒少量. 6lt. 角閃石、 民 石 を 合 fj 良好 H4 l 住17 外国煤付着

l 号住 2 鉢 9.6 9. 8 ナヂ‘ ヘ ラ ケ ズ リ . 描醐蝿 ナデ‘ ハ ケ 目 にぷ置17. 計R6/41 にぷ誼17. 5VR6/41 砂誼多量‘ 石英. 長石. 事俸 を 含 む 且 軒 H 4  1 住日. 18弛

1 号住 3 鉢 12. 8 10. 1 ナヂ. ヘ ラ ケ ズ リ ナヂ. ‘ ヘラ ミ ガキ ‘ ハ ヤ 目 にぷ橿17. 町R7I41 にぷ瞳17. 5VR6/ 4 1 小百、 砂睦多量、 角閃石、 員 百 を 古 む 良野 H 4  1 住 2 他

l 号住 4 高均: 15. 6 4 . 5  ナ ヂ‘ ハ ケ 目 ナデ、 ハ ケ 目 にぷ措置11前R7131 車置15V岡崎) 砂位多量. 6葺. 角閃6. a 6 を 古 む 不 良 H 4  l 住 8 也

l 号住 5 高年 17.0 6 .5  ナ ヂ. ‘ ヘ ヲ ミ ガキ ‘ ハ ケ 自 ナヂ. ‘ へ ラ ミ ガキ、 ハ ケ 目 にぷ買由1 1町町'41 揖貫置1I0V回同) 砂桂多量.Ii葺.角間Ii.量百、重母を古む 且好 H 4  l 住却. 37. 却

1 号佳 6 高保 16.5 5. 8 ナ ヂー . ヘ ラ ミ 1fキ‘ ハ ケ 目 ナ テ" ‘ へ ラ ミ ガキ にぷ貧瞳1 I0YR7/41 にぷ置置11町R7I41 砂睦多量. 6甚. 角閃õ. 量 百 を 古 む 且僻 H 4  l 住 2 . 21T

l 号住 7 高原 ナヂ ナ ヂ にぷ置置1I0YR7I41 lこぶ黄櫨IIOY恥6/41 砂粒u‘ 石英. 角 間 石 . 量 百 を 古 む 且岬 H 4  l 住 4

l 号住 8 聾か壷 18.0 盟 6 ナデ. ヘ ラ ケ ズ リ ナデ‘ ハ ケ 目 措苗檀11町田131 にぷ置17.5YR7I41 砂佐多量‘石英.角間石. 1!6‘富E止を官む 良軒 H 4  1 tt34 岡田樺村珊

l 号住 9 壷 22. 7 ナ ヂ. ハ ケ 目 ‘ ヘ ラ 十 ズ 'J ‘指頭車 ナデ. ハ ，. 目 にぷ薗恒111町R7/31 明間 (7. 5YR5/61 砂粒少量. 角問石. 量 百 、 書 傍 を 古 む 且If H 4  1 住31 . 21T

1 号塙 10 壷 18. 6 9. 9 ナヂ. ハ ケ 目 ナ デ i ぷ賀町IOYR7i41 置(5VR6!61 砂位多量‘ 百甚‘ 角閃石‘ 員 百 を 宮 む 良 野 日 6 0- 5 178. 1 4 1  

1 号岨 11 量か高時 16. 2 4 . 7  ナ ヂ ナ デ 盟(5YR帥l 置(SYR61‘} 砂舵J量、 石英. 量 石 を 古 む 且 鮮 H 6  0-5 1 国
溝墓周揖

l 号

明

12 小型壷 6 . 3  7 . 8  ナデ. 掴醐揖 十デ‘ ハ ケ 目 世15YR8/61 世 田時制) 砂粒J!I. !î且角間 百.匝6.!I母を含む 且岬 H 6  0 - 5 2 

l 号明 13 小型壷 6. 1 8 .3  ナヂ、 指圃1lI ナ ヂ、 ハ ケ 目 置15四8161 置15'岡町61 砂粒多量.Ii且角間孔 E石、雲母を吉む 且師 H 6  0- 5 35. 1掴 外面白血".色師l1f(

l 号墳 14 1 M 却 4 4.0  ナ ヂ ナ ヂ 置15YR8/61 置15V回/61 砂粒多量. 石英. 角閃石. 民 百 を 古 む 且 軒 H 6  1 圃構畠周構

l 号墳 15 腕 12， 0 4 .0  ナ ヂ ナデ‘ ヘ ラ ケ ズ リ 世15YR6/61 置15VR6/61 担砂粒 多 量 . 6英、角閃õ. 長 石 金 吉 む 且 好 H 6  0- 5 描

1 号噴 16 ・s 13. 6 5. 1 ナ ヂ ナ ヂ 置15四6/6) 置(5YR616J 砂粒多量、 百築、 角閃6. 昆 E を 古 む 良野 H 6  0- 5 142 両面ー認に春色傾倒a

l 号墳 17 1 11勾: 1 8 .8 5. 1 ナ ヂ ナ ヂ 瞳{7. S四6161 恒(1. 5YR6161 叡砂絵多量. 石 英 . 角 間 6 . 1! 6 を 含 む 且If H 6  0 - 5 ISl 

l 号墳 18 荷停 19.4 4 .5  ナ デ ナ デ 恒 17，5V略 61 明蝿 17. 5'刊日) 阻砂粒多量. 6 英 、 角 閃 6 . 長 石 を 吉 む 良栂 H 6  0-5 19，甜. 149

l 号塙 19 高原 19. 2 15， 0 15. 7 ナデ、 へ ラ ケ ズ リ ナ ヂ 置17， 5V同161 世15V冊161 小6.岨砂粒多量.6英、角間Ii. 量Eを青む 良時 H 6  0- 5 1田

l 号墳 却 高年 ナ ヂ ナ ヂ 担 17， 5YR6/61 にぷ縄 17， 5YR5!41 小6. 祖砂睦多量.u莱.角間u.量Eを含む 昆好 H 6  0- 5 15 

l 号明 21 高'F 15， 0 4 .5  ナ ヂ ナ ヂ 信(7. 5YR6/6) 明糊(7. 5YR5/6J 小!i.砂粒少量. u英、角間石、長Eを含む 良野 H 6  0- 5 岨

大型土壇 n 壷 12. 6 訂 s ナデ、 ヘ ラ ケ ズ リ . 揖園高 ナ デ 灰 白 I UIYR8i21 揖貧置11町田川) 砂位多量. 6英. 角閃6. 畏 E を 吉 む 良野 H 6  l 号大土乾 7 他

円。円。



調査の成果第E章

1 号石棺墓 (第21 図 )

7 年度調査区 B - 5 グ リ ッ ド で確認 さ れ た 。 板状の安山岩の組み合わせ石棺 で あ っ た と 思 わ れ る

が、 か な り 破壊 さ れ て お り 、 墓墳内 に は棺材が原型 を 留 め ず に廃棄 さ れ て い た 。 墓墳 は 長軸2. 15m、 短軸1 . 05m、

深 さ O. 35mで、 長軸 の 方位 は N - 87・- E で 、 ほ ほ東西方 向 で あ る 。 墓境 内 か ら は 人骨 、 副 葬 品 等 は 発見 さ

平成 6 、

れず、 壁際 に 石材 の差込痕が残 っ て お り 、 棺材 の一部が残 っ て い た 。 差込痕 の 内 部 は 、 長軸1 . 5m、 短軸O. 75m

を 測 る 。 棺材の 一部 に は ベ ン ガ ラ と 思 わ れ る 赤色顔料が塗 ら れ て い た 。 周 溝等 は 確認 さ れ な か っ た 。

、
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第 5 節 古墳時代の遺構 と 遺物

1 号円形周溝墓 ( 第22 図 )

平成 6 、 7 年度調査区 C . D - 4 ・ 5 グ リ ッ ドで確認 さ れ た 。 削 平 を 受 け て 、 上部お よ び周 溝 の か な り の

部分が消滅 し て い る が、 直径 は約 17m程度 と 推定 さ れ る 。 陸橋部 の 方位 は N - 600- W で あ る 。

主体部 は 、 長軸 1. 85m、 短軸 l. Omで、 長軸 の 方位 は N - 540- Wで あ る 。 壁 際 に は 石 材 の 差込痕が残 り 、

板状の 安 山 岩 の 組み合わせ石棺であ っ た と 思 わ れ る が、 破壊が激 し く 、 棺材の 一部 を 残 す の み で あ る 。 屍床

の 土 は 、 小石混 じ り の 明茶褐色土 ( 1 層 ) と そ れ よ り や や 淡 い 明 茶褐色土 ( 2 層 ) に 分層 で き 、 2 層 か ら 土

師器片が出土 し て い る 。

周溝か ら は 、 多数の土師器が出 土 し て い る が、 須恵器 は 出 土 し な か っ た ( 第23 図 ) 0 10は 査 の 口 縁 部 で あ

る 。 長 め の 頚部 を 持 ち 、 口 縁 は 内轡気味 に な る 。 ま た 、 頭部の屈 曲部直下 に突帯 を 持つ 。 1 1 も 壷 の 口縁部で、

頭部途 中 で段 を な し て屈 曲 し 、 口縁 は外反す る 。 12、 13は小型 の 丸底査で、 と も に 長 い 頭部 を 持つ が、 口縁

は 、 12が直 口 で あ る の に対 し て 、 13 は 内 轡気味 に な る 。 14 � 16は杯 ま た は 高杯の 口 縁部 で あ る 。 い ず れ も 深

め の 体部 を 持 ち 、 口 唇が外反す る 。 17�21 は高杯であ る 。 17の杯部 は浅 め で 、 下位で段 を な し て外 に 聞 く 。

18の杯部 も 浅 め で 、 下位で段 を な す が、 口唇が外反す る 。 19は 直 口 口縁で や や 深 め の 杯部 を 持 ち 、 ラ ッ パ状

に外反 し な が ら 聞 く 脚部 を 持つ 。 20 も 深 め の杯部 に な る 。 21 は脚部で ラ ッ パ状 に外反 し な が ら 開 く 。

な お 、 主体部 と 切 り 合 う 形で 、 長軸5. 6m、 短軸3. 8mの土坑が確認 さ れ た 。 埋土 は ロ ー ム 粒 を 含 む 、 や や

し ま り の あ る 暗褐色土で あ る 。 こ の士坑が、 別 の 主体部 あ る い は 石室 な ど円形周溝墓 に 伴 う も の で あ る か ど

う か は 不 明 で あ る た め 、 仮 に 1 号大型土坑 と し た ( 第24図) 。 削平 に よ り 、 主体部 と の新 旧 関係 は 不 明 で あ る

が、 大型土坑の底面近 く よ り 、 土 師器の聾 (22) が出 土 し た こ と か ら 、 主体部 と 大型土坑 は 、 そ れ ほ ど時期

差 は な い と 考 え ら れ る 。 こ の 聾 は胴部中位 に最大径 を 持つ 、 や や長胴気味の丸底で、 外傾す る 長 め の頚部 を

持つ。 内面ヘ ラ ケ ズ リ 、 外面 ナ デ調整であ る 。

2 号円形周溝墓 ( 第25図 )

平成 6 、 7 年度調査区 B ' C - 1 ・ 2 グ リ ッ ドで確認 さ れ た 。 削 平 に よ っ て 、 周 溝 の か な り の 部分が消滅

し て い る が、 直径 は 13 � 14m程度 と 推定 さ れ る 。 周溝か ら は土 師器片が出 土 し て い る が、 復元 で き る も の は

な か っ た 。 南西部 に あ る 周 溝 の 空 白 部 は 陸橋 と 思 わ れ、 方位 は S - 250- Wで あ る 。

主体部 は 、 差込痕 と 棺材 の 一部 を 残す の み で あ る 。 棺材 は安山岩で、 差込痕 の 内 部 は 、 長 さ 2. 15m、 幅0. 85

m を 測 り 、 長軸 の 方位 は N - 880- E で、 ほ ほ東西方向 を 向 く 。 内部か ら 遺物 は 出 土 し な か っ た 。

3 土 師器 (第26�28図)

出 土 し た古墳時代 の 土 器 は 、 土 師器がほ と ん ど を 占 め る 。 須恵器 は 少 な く 、 復原 で き た も の は ほ と ん ど な

か っ た 。 ま た 、 器形的 に は聾 ・ 査、 高杯が多 く 、 他 に小型章、 小型鉢 な どが出 土 し た 。 こ こ で は 、 口縁部 と

底部 を 中心 に 器形の推定が可能 な も の を28点掲載 し た 。 こ れ ら の土器 を 器種別 に 見 て い き た い 。 な お 、 個 別

の 土器の計測値お よ び観察結果 に つ い て は 「出土土 師器観察表J (第 8 表) に ま と め て い る 。

聾 ・ 壷 ( 1 � 7 、 9 � 15) 

聾 ・ 壷 は 14点掲載 し た 。 口縁部の破片 の み で 、 全体の器形が不明 な も の が多 い が、 丸底の も の がほ と ん ど

であ る と 思 わ れ る O 器面 の調整 は外面ハ ケ 目 、 内面ヘ ラ ケ ズ リ の も の が多 い 。 口縁 は ま っ す ぐ外傾す る も の

( 1  � 6 ) 、 外反す る も の ( 7 、 9 � 12) 、 内管す る も の (13、 14) 、 複合 口縁の も の ( 15) に 分け ら れ る 。

小型壷 ( 8 、 16)

小型査 は 2 点掲載 し た 。 い ずれ も 丸底 に な る と 思 わ れ る 。 8 は 内面ヘ ラ ケ ズ リ 、 外面 と 口 縁部 内 面 は ヘ ラ

ミ ガキ調整で、 最大径 は 胴 部 中 位 や や上 に あ る 。 頚部 は や や外傾 し て 直 口 す る 。 16 は 胴部 の 破片 で 、 最大径

35 
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は胴部中位 に あ る 。

小型鉢 ( 17、 18)

小型鉢は 2 点掲載 し た 。 17は 口縁部片 で頚部 は短 く 外傾す る 。 丸底 に な る も の と 思 わ れ る 。 18は 丸底 で、

長 く 外傾す る 頚部 を 持 ち 、 口 縁 は 直 口 に な る 。

高野 (19-27)

高坪 は 9 点掲載 し た 。 杯部 は 浅 く 、 下位で段 を な し て外 に 大 き く 聞 く 。 ま た 、 脚部 は ラ ッ パ状 に外反 し な

が ら 開 く も の ( 19、 21 - 24) と 脚柱部が屈 曲 し て 開 く 裾部 を も つ も の (25-27) があ る 。

第 8 表 出土土師器観察表

遭番御号 園m凶・ 日恒 底世 現存高
田 監 色 調 国査胎 土 健康 取上番号 由考{田} {田} {田) {内面) (外面) (内面) (外面) 年度

l 壷 11.6 7 .5  ナデ、ハ ケ 目 ‘ ヘ ラ ケ ズ リ ナ ヂ‘ ハ ケ 目 にぷ貫置I1OYR7/41 にぷ�IIlI1OYR7，.1 砂粒多量. 角閃石、E石. 君 母 を 吉 む 良 毎 H 6  8 - 6 外面臨付着

2 壷か亜 10.0 6.8 ナデー へ ラ ケ ズ リ ナヂ、 ハ ケ 目 1:';;苗闇110YR5/31 にぷ前置( !OYR6J4) 砂位少�.o英、角閃石、長石 富母を古む 良婦 H 6  A- 1 77 外面寵付着

3 聾 18.2 6.1 ナ デ、 ヘ ラ ケ ズ リ ナ ヂ 1!117.5YR1l161 明田17.5YR5161 阻砂粒多量.0英、角肉E 民Eを古む 不良 H6 F - 3 器画風化

4 畳 18.2 6.5 ナ デ ナ デ 明提掴110'四7/61 置17.5YR7/61 砂粒少�. 0英、角閃 石、長 石 を 吉む 良好 H 6  B - 5 71 器面摩耗

5 畳 19.2 12.8 ナ デ、 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デー ハ ケ 目 にぷ前瞳110YR7/31 揖闘世110YR8131 砂阻多量、石英、 角問E、Go、君母を含む 良好 H 4  21T 外面燦付剖

6 宜か亜 19，0 5.2 ナデ ナデ 貨置110YR1l/61 壇賞置17. 5YR8161 砂粒少量. 0英. 角間 石、長 石を古む 且昨 日 6 B- 5 211 時面a際経

7 壷 19.2 6 ，5  ナ デ ナヂー ハ ケ 目 冊{7. 5YR4131 置(7.SYR6/6l 小石、砂佐多量、 百英‘角閃石.Roを古む 不良 H 6  B - 5 113 器面風化

8 小型壷 11.0 11.3 ナ デ、 ヘ ラ ミ ガキ ナヂーハヤ目ーヘラ t i 'J 、へラ ミ fキ にぷ置置110YR6ド31 にぷ置11110'四6 '31 砂位少量、百英.角関石. Ro.1!l!j を 古 む 良昨 H 4  F-" 21.盟.:rI 外面煤甘着

9 量 15.8 8.3 ナ デ ナ デ、 ハ ケ 目 置(7. 5YR7!61 1!115'四7必) 小百、砂佐多量.0菜、 角関石、員百を古む 良好 H 6  B - 4 4 構 4

10 畳 16.4 12.1 ナ デ、 ヘ ラ ケ ズ リ ナ ヂ にぷ貨世I1OYR7/31 �置担110Y回 31 砂佐多量、石英、 角関石、長石、書母 を含む 良野 H 4  2lT 外面傑付着

11 畳 16.8 24.4 ナデ、ハケ 目 、 ヘ ラ ケ ズ リ ナ ヂ、 ハ ケ 目 灰 オ リ ー プ 15Y5121 置15YR7/61 小石、砂粧多量、E英、角閃E、畳E、書僚を含む 良好 H 4  C-3 3、 E-1 6iJ 外面赤色闇料痕

12 亜 17. 4 16. 3 ナデ、ヘラ ケ ズ リ ナ ヂ、 ハ ケ 目 にぷ前世110YR6/41 にぷ由喧110YR7/.1 砂位多量、E真、角肉石 民E 君母を古む 良軒 H6 8 - ' 31. お曲

13 亜 17.6 3.2  ナ デ ナデ 明置禍(JOYR7/6) 置置11OYR1l/61 砂佐多量、石英、角間百、民 石 を 古 む 良 好 H 6  

14 畳 16.4 お2 ナ デ、 ヘラ ケ ズ リ ナ ヂ、 ハ ケ 目 にぷ前面I10Y回目31 にぷ聞置OOYR6!4l 砂位多量.0英.角問o.Ro.!!母を古む 良好 H 6  A-1 田. ぉil 両面龍村着

15 畳 ナ デ、 ハ ケ 目 ナヂ、 ハ ケ 目‘ 観剖主 にぷ買値11肝07/41 にぷ買ml1o'四6/4) 小百、租砂粒多E、石英、角関E、量百を古む 良傍 H4 c- 2 4 構 i

16 小型畳 ナ デ ナ デ、 ハ ケ 目 にぷ貨置110YR7/41 にぷ買恒110YR7I41 砂粒多量、石英、角悶 石、長 石 を古む 良好 H 6  B - 5 田

17 鉢 10.8 4 . 6  ナ デ、 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ、 ハ ケ 目 にぷ唖(7.5YR6/4) にぷ置(7. 5YR6/4) 砂粒多量. 耳石 耳母を古む 良師 日 4 2lT 

18 鉢 11. 7 7 .5  ナ デ、 ヘラ ケ ズ リ . 指聞叫 ナ デ、 ヘ ラ ミ ガキ 置15YR7/81 世15YR7/61 砂粒J�. 石英、角閃 石、長 石を宮む 良企干 H6 A-1 1�講話.50曲

19 高勾: 21. 6 14.8 16.5 ナデ、ハケ 目 、 ヘ ラ ケ ズ '1 ナデ、 ハ ケ 目 置15YR7I61 にぷ置17. 5YR6/'1 砂控多量、石英、角間 石 民 石 を官む 且師 H 6  8 - 4 35. 39他

却 高等 不明 ナ ヂ 岡泰鍋(5YR5i6l 倒率褐15YR5.61 砂世多量、 石英. 角間石、R 6 を古む 良好 H 6  B - 5 40， 41 書面風化

21 高等 15. 6 6. 5 ナ ヂ、 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ にぷ恒17. 5YR6/41 恒(i.5YR6.6l 小百、組砂桂多量.0笑. 角閃o.R!iを古む 且H H 6  E- 5 8 田 沼由 中位に穿孔状の穴

n 高坪 12. 1  6 .6  ナテヘ ハ ケ 目 、 へ ラ ケ ズ リ ナ ヂ、 ハ ケ 目 自15YR7I61 自15YR7/61 砂粒少量、石英、角閃 石、民石を世む 且昨 H6 B - 5 2日

23 高原 15， 6 14， 6  ナ デ、 ハ ケ 目 ナ デ 赤側 15YR4I61 赤掴 15YR4I61 砂粒多量、百英、角間百‘ 民 正1 を 世 む 良好 H 6  B-5 出.214弛

M 高等 14.3 9.0 ナ デ、 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ、 ハ ケ 目 6tIIW， 5YRil8) にぶ貧瞳110'冊目) 砂絵多量、 石菜、角関0. 1!石 を 古 む 良好 H 6  B - 5 羽

25 高生不 12. 1  10.0 ナ デ ナデ、ハケ 目 、 ヘ ラ ミ ガキ m(7. 5YRi/6l 置(5YRiI6) 砂佐多量、E英、角間0. I! Ii を 宮 b 良 野 H 4  21T 

26 高年 ナヂ ナデ 世 (7. 5'叩716) にぷ橿(7. 5YR6/4) 砂絵多E、石英. 角閃石 長石‘!!�を含む 良好 H 4  c- " 7 構 3

27 高年 ナ ヂ、 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ にぷ1I!17.5YR6/41 にぷ置17.5'昭島141 砂位多量、石英. 角間 石、民E を 含 む 良好 H 4  2IT 

- 40 一
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第 E 掌 調査の成果

4 そ の 他 の 遺物 ( 第29図 )

砥石 ( 1 )

平成 4 年度調査区 1 号住居跡 か ら 出 土 し た 。 棒状の泥岩 を 用 い 、 研磨面は端部 を 除い た 4 面で 、 一部が欠

損 し て い る 。 残存部の長 さ 7. 7cm、 111lì\4 . 0cm、 厚 さ 6. 0cm、 重 さ 13. 8g を 測 る 。

鉄万子 ( 2 ) 

鉄製品 は 数点 出 土 し た が、 比較的残存状態が良 く 、 実測 で き た も の は 刀 子 l 点 の み で あ っ た 。 平成 4 年度

調査区E- 1 グ リ ッ ド で 出 土 し た 。 蕨手で、 先端部 を 欠損 し て い る 。 ま た 万 身 も か な り 腐食が進 ん で、 い る 。

残存部の 長 さ 15. 5cm 、 幅1 . 6cm、 厚 さ 0. 3cm 、 重 さ 17. 9g を 測 る 。

銅環 ( 3 ) 

平成 4 年度調査区 E - 2 グ リ ッ ド で 出 土 し た 。 一部 を 欠損 し て お り 、 III�O. 5cm 、 厚 さ 0 . 4cm、 重 さ 10. 0g を

ìJ11J る 。

ガ ラ ス 玉 ( 4 ) 

平成 4 年度調査区 C - 2 グ リ ッ ド で 出 土 し た 。 半分を 失 っ て い る が、 推定直径0. 6cm、 孔径0. 2cm、 厚 さ 0. 6

cm、 重 さ 0. 2g を 測 る 。
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第 6節 歴史時代の遺物

古 閑 山 遺跡の包含層 か ら は古代 ・ 中 世 な どの歴 史時代 の土器 も 出 土 し た 。 し か し 、 遺構 に 伴 う も の は な く 、

すべ て が破片で、 復原 で き る よ う な も の は な か っ た 。

こ こ で は 、 5 点 を 掲載 し た ( 第30図 ) 。 こ れ ら の土器 を 器種別 に 見 て い き た い 。 な お 、 個 別 の 土器の計測値

お よ び観察結果 に つ い て は 「歴史時代土器観察表J ( 第 9 表) に ま と め て い る 。

聾 ・ 甑 ( 1 、 2 ) 

蓋 ま た は甑の 口縁部で あ る 。 いずれ も わずか に膨 ら む胴部で、 頚部か ら 外反 し て外 に 開 く 口 縁 を 持つ 。 ま

た 、 内 面 に は ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れ て い る 。

碗 ( 3 ) 

3 は碗の底部で、 外傾す る 高台 を 持つ 。 内 面 は 内黒であ る 。

須恵器 ( 4 、 5 ) 

4 は蓋 の 一 部 で あ る 。 体部 は緩や か な 曲線で、 口縁部 は 下方 に短 く 折 れ て い る 。 5 は 、 査の胴部片 で あ る 。

内 面 に は青海波状、 外面 に は格子 目 状の 叩 き 目 を も っ 。

下二二i�J，?- Cf
//" L 一二、雪、

" 
2 

0 1 Ocm 

第30図 歴史時代土器実測図

第 9 表 歴史時代土器観察表

日底怪 現存高 国藍 色調遺物 器祖 胎土 焼成 岡査 取上番号 備考番号 (=) (=) 年度{内面) (外面) (内面) {外面)

l 亜 甑 幻 0 4 . 4 ナ デ、 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ "ぷ躍1ll1l0'日7:'4) 浅黄世IIOY闘14) 砂粒多量. 角間E、 亜石を古む 且悶 H 4  135 

2 聾 ・ 甑 17_6 8.0 ナヂ、 へ ラ ケ ズ リ ナ デ にぷ眠(7. 5VR7l4) 瞳(7. 5YR7i4) 砂粒多量、 角問 E、 民百を古む 且婦 H 4  A-2 " 構2

3 腕 8.5 1 . 6  ナ デ ナ デ にぷ前笹川OYR7I4) にぷ閏橿I)oY'6/41 砂柱多量、角間石、 長石を 含む 且H H 4  

4 須恵置 13. 0 1 . 9  回 転 ナ デ 回転ナデ 灰 白 (\OYR7/j) 灰(N5/0) 砂粒少量、 長石 を 含 む 良 If H6 C- 7 
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第 皿 章 ま と め

1 旧 石器時代

平成 4 年度調査区 に お い て 、 ニ ガ シ ロ 層 下 の ロ ー ム 層 直上か ら 旧 石器時代 の も の と 思 わ れ る チ ャ ー ト 製の

台形様石器 と 黒曜石の剥片が出土 し た ほ か 、 一括遺物の 中 か ら 黒曜石製の細石刃 が出 土 し て い る 。

台形様石器 は 、 石器の形態的特徴や素材の用 い方等の技術的特徴か ら 、 熊本県 曲 野遺跡W 層 石器群 に類例

を 求め る こ と がで き 、 A T 火山灰降灰以前の石器群 に比定で き る 資料であ る 。

一方、 細石刃 は西北九州 産 と 考 え ら れ る 良質の黒曜石 を 使用 し て い る 。 し か し 、 当 該遺跡か ら は細石刃核

は検出 さ れ て お ら ず、 ま た 資料 も 頭部 を 欠失 し て い る た め詳細 な 位置づ け は 困難であ る 。

2 縄文時代

今回 の調査で は 、 明確 に縄文時代 の も の と 位置づけ ら れ る 遺構は確認で き な か っ た 。 ま た 、 包含層 か ら は

早期 、 中 期 、 後期 、 晩期 の 土器が出 土 し た が、 出土点数は そ れ ほ ど多 く な か っ た 。

早期前半の押型文土器 は 、 大部分が木崎康弘氏の編年案 に よ る 早水台式 ~ 沈 目 式 に あ た り 、 周辺の庵 ノ 前

遺跡、 迫 ノ 上遺跡 の 出 土押型文土器の 時期 と ほ ぼ一致 し て い る が、 手向 山 式 に あ た る と 思 わ れ る も の も 数点

出 土 し て い る 。

後期前半土器は御 手洗式 ・ 鐘崎式 ・ 北久根 山 式 な どが出 土 し て い る 。

ま た 、 晩期土器 は 、 器形の特徴か ら 、 天城式 ~ 黒川 式 に あ た る も の と 思 わ れ 、 主体 を な す の は黒川 式 に あ

た る 時期 の も の と 考 え ら れ る 。

3 弥生時代

調査区 か ら は 、 数 は 多 く な い も の の 、 弥生土器や石包丁が出土 し て い る 。 時期 は 中期 、 後期 に あ た る も の

であ る 。 遺構 は確認 さ れて い な い が、 周辺の庵 ノ 前、 迫 ノ 上の両遺跡 に お い て 聾棺墓が確認 さ れお り 、 何 ら

か の 生活の痕跡があ っ た も の と 推定 さ れ る 。

4 古墳時代

古墳時代 の も の と 考 え ら れ る 遺構 は 、 竪穴住居跡 1 基、 木棺墓 1 基、 石棺墓 1 基、 円形周溝墓 2 基が確認

さ れて い る 。 ま た 、 1 号 円 形周溝墓の主体部 と 切 り 合 う 形で 、 用 途不 明 の 大型土坑が l 基検出 さ れ て い る 。

l 号住居跡 は 、 一部が調査区外 に かか る た め 、 全容は不 明 で あ る が、 2 本柱 と 考 え ら れ、 中 央部 に炉 を も

っ方形の住居跡であ る 。 中 央部西 よ り に は コ の字形の小 さ い溝が確認 さ れ た が、 室 内 を 区切 る 壁状の 施設が

あ っ た も の と 推定 さ れ る 。 出 土す る 土器は土師器の みであ る 。 野 田拓治氏 に よ る 中 九州 地 方 の古式土 師器編

年案 を も と に 見 る と 、 こ れ ら の 土 師 器 は 、 特徴 な どか ら E 期 に該当 し 、 実年代 は 4 世紀末か ら 5 世紀初頭 に

位置す る も の と 考 え ら れ る 。

2 基の 円形周溝墓 は 、 い ず れ も 削平 に よ る 破壊が激 し く 、 墳丘や周溝の全容 を 確認す る こ と がで き な か っ

た が、 主体は 安 山 岩 の組み合わせ石棺で あ る 。 ま た 、 2 号円形周溝墓 に伴 う 遺物 は 出 土 し な か っ た が、 1 号

方形周溝墓の周溝か ら 土師器が出土 し て い る 。 こ れ ら の土 師器 も 器形の特徴か ら 野 田氏編年の 皿 期 に 該 当 す
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る と 考 え ら れ、 4 世紀末か ら 5 世紀初頭の も の と 位置づけ ら れ る 。 な お 、 1 号大型土坑か ら 出 土 し た 土 師器

の 聾 は 、 外傾 口縁で長胴気味で あ る こ と な ど、 周溝出土の土師器に比べ る と 器形的 に や や古 い 要素 を 含 ん で

お り 、 こ の こ と か ら す る と 、 l 号大型土坑の 時期 は 、 1 号円形周溝墓 よ り 古 く な る 可能性があ る 。

l 号石棺墓 は 、 周 溝 は 確認 さ れ な か っ た も の の 、 2 基の 円 形周溝墓 に 近 く 、 主体の形状 も 近似 し て い る こ

と か ら 、 円形周溝墓 と ほ ぼ同 時期 の も の で あ る と 考 え る こ と がで き る 。

l 号木棺墓 は 伴 出 す る 遺物 が無 く 、 周溝等 も 確認で き な か っ た 。 形状か ら 古墳時代 の も の と 思 わ れ る が、

詳 し い こ と は不 明 で あ る 。

今 回 、 熊本北バ イ パ ス 第 3 工区 の工事 に 伴 っ て調査が行 わ れ た 庵 ノ 前 、 迫 ノ 上 、 古 関 山 の 3 遺跡 か ら は 、

い づ れ も 古墳時代 の 土 師器の み を 伴 う 住居跡が確認 さ れ て い る 。 土 師器の特徴か ら 、 こ れ ら の住居跡群 は 野

田 氏編年の E 期 に あ た り 、 ほ ほ同 時期 の も の と 考 え ら れ る 。 こ の こ と か ら 、 4 世紀末か ら 5 世紀初頭 に か け

て 、 こ の あ た り 一帯 に は 集落が点在 し て い た も の と 推定 さ れ る 。 こ れ ら の遺跡 は い ず れ も 台地上の谷頭部 に

立地 し て お り 、 付近 を 流 れ る 谷水 を 利用 し て 耕作 を 行 っ て い た 可能性があ る 。 特 に 迫 ノ 上遺跡 は 、 集落の規

模が他 に 比べて 大 き く 、 か ま ど と 須恵器 を 伴 う 住居跡が確認 さ れ る な ど集落 の存続期 間 も 長か っ た も の と 考

え ら れ る 。 さ ら に 、 大型住居の 跡 も 確認 さ れ て い る こ と か ら 、 こ の あ た り 一帯 の拠点 的 な 集落 で あ っ た 可能

性があ る 。 ま た 、 古 閑 山 遺跡の 円形周溝墓の周溝か ら 出 土 し た 土師器 も 住居跡 と ほ ぼ同 時期 で あ り 、 3 遺跡、

を 含め た 周 辺 を 見渡せ る 丘陵 の尾根上 に 立地 し て い る こ と か ら も 、 被葬者 は 3 遺跡 の 集 落 と 密接 な 関 わ り を

持 っ て い た こ と が考 え ら れ る 。

5 歴史時代

歴史時代 の 遺構 と し て は 、 調査区全体 よ り 十数本の溝が確認 さ れて い る 。 埋土か ら 近世 の 陶磁器等が出土

し た た め 、 ほ と ん どは近世以降の も の と 考 え ら れ る 。 溝は現在の筆境 に並行す る 形で確認 さ れ る こ と が多 く 、

耕作 に伴 っ て畑 の 1 筆 l 筆 を 区画 し て い た も の と 考 え る こ と がで き る 。

溝以外の包含層 か ら は 近世以降の 陶磁器の他 に古代か ら 中 世 に か け て の土器 も 出 土 し て い る が、 点数が少

な く 、 小破片 がほ と ん どであ る こ と か ら 、 本来的 な も の で は な い と 考 え ら れ る 。
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種 別 主 な 時代 主 な遺構 主 な 遺 物

散布地 旧 石 器 チ ャ ー ト 製台形石器、 黒曜石製細石刃

縄文時代 押型文土器、 撚糸文土器、 条痕土器、
早期 塞 ノ 神式土器
前期 曽畑式土器
後期 後期前半土器、 磨消縄文土器、 黒色磨
晩期 研土器、 粗製深鉢土器

石鉄、 石匙、 石錐、 削器、 扶入石器、
模型石器、 打製石斧 、 磨製石斧、 台 石 、
磨石、 蔽石、 不定形石器、 使用痕あ る
剥 片 、 石後、 異形石器

弥生時代 中 後期土器、 石包丁

集落 古墳時代 住居跡 l 基 土師器、 須恵器
墓地 木棺墓 l 基 砥石、 鉄万 子、 銅環、 ガ ラ ス 玉

石棺墓 l 基
円形周溝墓

2 基

歴 史時代 柱穴
溝

調査面積 調査原 因
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あ と カミ き

熊本北バ イ パ ス 第 3 工区 関連の埋蔵文化財調査は 、 発掘調査 と 整理 ・ 報告書編集作業 を あ わせ る と 足か け

8 年 に 及ぶ長期 に わ た る 事業で あ り ま し た が、 こ の報告書の発行で一つ の 区切 り を 迎 え る こ と がで き ま し た 。

こ れ も 、 発掘 ・ 整理作業 に 携 わ っ て 頂 い た 多 く の皆様の ご協力 と ご努力 の お か げで あ り ま す 。

報告書 を 終 え る に あ た っ て 、 そ の ご芳名 を 記 し 、 感謝の 意 を 表 し た い と 思 い ま す。

調査協力

発掘作業

整理作業

村崎 孝宏 本松亜希子 岩谷 史記

荒木 え み子 池袋 隆行 石川 政代 石 田 ミ ネ 子 犬塚冨美代

岩 田 政秀 有働 春美 江藤 一也 奥村 竜二 小 田 信子

甲 斐 由 貴子 貝 瀬 千秋 河上 タ ツ コ 熊谷 美里 桑原 栄子

合志 ミ ツ 子 後藤 幸子 斉藤美由 紀 境 喜美栄 島村 政和

白 井 勝子 菅原 貴明 杉浦 り え 子 杉浦 泰子 高野 美香

立原 恵子 田 中 強 谷口 ヨ シ エ 土 田 俊雄 土 田 ち え み

長尾 彰心 中 西 陽子 中林留利子 中村 孝子 中 山 森重

西嶋 功 西村 栄子 野 口 康雄 野 口 ヨ シ ノ 野崎千枝子

橋本ス ミ 子 馬場美智子 早 田 輝美 原 田 菊代 番 山 明子

肥野 芳光 淵上久美子 本田 貴博 松田 計子 松村喜代子

水野美知子 宮 田 日 文 宮本 典美 村上 春枝 森 せい子

山 城 玲子 横 田 浩士 渡辺 佳子

江島 園子 大塚 ト シ 子 緒方千代子 輿椙富貴子 重永 照代

塩 田 喜美子 津留富美枝 徳永み ど り 橋本 由 美子 早野 弘子

村 山 紀子 山 切 律子 山 下千栄子 山元 友子 吉本 清子
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 171集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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